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令和2年度使用千葉市立千葉高等学校における教科用図書の選定方針

1 本校の実態及び重点目標

〔本校の実態〕

本校では「各教科の指導内容を充実させ、基礎・基本の学力の定着と個々の適性の伸

長を図り、 自己教育力の育成を図る」ことを学校教育目標としている。併せて、千葉市

の「科学都市戦略構想」のもと、 SSH(スーパーサイエンスハイスクール）指定校と

して、生徒の科学的能力の伸長や国際性の酒養を図ることに取り組んでいる。

〔重点目標〕

（1） 自己実現に向けた確かな学力の定着を図るとともに､生徒が主体的に参加できる

ような学習活動を展開するb "

(2) SSHのプログラムにより、社会で活躍するために必要な思考力・判断力・表現

‘ 力を育成する｡ ‐

2本校に求められる教科用図書の特色（調査。研究の観点）

【普通科】

（1）基礎・基本から発展的な内容まで広く扱い、生徒の興味・関心を高める表記がある

か。 ‐

（2）最新のデー』タに基づく図表や資料等が効果的に挿入されており、適切な表現を用い

ているか。

（3）表記や記号等が統一され、演習、応用、発展等の適切な設問や研究問題が配置され

‘ているか。

(4) SSHのプログラムの実施に必要な専門的。探究的な内容や高校と大学との連携を

視野に入れた内容等が取り扱われているか。

【理数科】‘

上記普通科の教科用図書の特色を前提とした上で、理数科の専門科目では、課題研究

や探究活動等の内容が充実していること。

3教科用図書の選定基準

【普通科】 【理数科】共通

（1） 「令和2年度使用高等学校用教科用図書の採択方針について」に基づき適正に選定

する。

（2）校長、教頭、教務主任及び各教科の主任からなる教科書選定委員会を設置し、学校

教育目標の具現化及び令和2年度教育課程や生徒の実態等、学校の実情に最も適合す

る教科用図書を選定する。
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令和2年度使用高等学校教科用図書選定理由書
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竜一 サー ーヰー ーー

､種 目

(教科）
発行者
の略称

教科書･‐
の記号

・番号

｝

教科用図書名

』
』

、 教科用図書選一定理由6

使用学年一
．及び学科

国語総合 数研

国総

348

国総
349

I

改訂版国語総合
現代文編

改訂版国語総合 ．

古典編

幅広いジャンルの作品がバランスよく配置され，かつ基礎的な事項

を押さえるのに相応しい内容である。さらに評論のテーマや文学史
の理解を深める解説など，教材の読解から発展させてその内容につ
いて知識や理解を深める内容が適切に組み込まれている
読解力を身につけ，言語活動・表現活動も学習できるよ

。語彙力・
うに展開さ

れていて，国語学習の総合的な基礎力を養うために適切と判断し
た

古文・漢文ともに親しみやすい作品をバランスよく配置しており，

かつ基礎的な事項を押さえるのに相応しい内容である。 さらに発展
的な学習のために，ズームアップと称して作品内容や時代背景への
理解を促す解説や，語菜力・読解力を身につける文法解説も適切に
組み込まれている。国語学習の総合的な基礎力を養うために適切･と
判断した。

Ⅱ

f

普通科・ 1学年･･全
理数科． 1，学年・全

！

普通科・ 1学年･･全

理数科・ 1学年｡､全

現代文B・ 数研

ノ

現B
333

改訂版現代文B

継続性を重視し， 1年次採用教科書の出版社を選択した6論理的思
考を鍛える評論教材や，定番の近代小説を柱に昭和・平成の味わい
深い教材が幅広く収録されている。また，テーマごとの配置や，理
解を深める資料・図説に工夫がなされており， ､より高度な作品を読
解することで応用力を養い，柔軟な思考力の育成に適切であると判
断した ｡

■

普通科・2学年・選

古典B 数研

古B

343

344

1

９
■
マ
ウ

改訂版古典B古文編

改訂版､古典B漢文編

継続性を重視し， 1年次採用教科書の出版社を選択した。古文編，
漢文編ともにさまざまな時代・ジャンルの作品を網羅している。定
番教材に加え，各作品の増補や言語活動での読み比べなど，学習の
幅が広がり,､作品世界を十分に理解し味わうことができる。また，
古文の文法学習や和歌の解説，漢文句形のまとめなど，文章読解の
ために工夫されていることから，適切であると判断した。
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普通科・2学年・選

SS－国語a

､

数研

ｊ
ｒ

数研

現B
333

．

古B

3，43

344

改訂版現代文B ， 『
甲

改訂版古典B.古文編
改訂版古典B漢文編

継続性を重視し， 1年次採用教科書の出版社を選択した。論理的思
考を鍛える評論教材や，定番の近代ﾉI,説を柱に昭和・平成の味わい
深い教材が幅広く収録されている。また，テーマごとの配置や，理
解を深める資料・図説に工夫がなされており， より高度な作品を読
解することで応用力を養い，柔軟な思考力の育成に適切であると判
断,した。

継続性を重視し， 1年次採用教科書の出版社を選択した。古文編，
漢文編ともにさまざまな時代・ジャンルの作品を網羅している。定
番教材に加え，各作品の増補や言語活動での読み比べなど，学習の
幅が広がり，作品世界を十分に理解し味わうことができる。また，
古文の文法学習や和歌の解説，漢文句形のまとめな・ど，文章読解の
ために工夫されていることから，適切であると判断した。
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普通科・2学年・選

普通科・2学年・選
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数研

数研

現B
333

古B

３
４

４
４

３
３

改訂版現代文B

改訂版‘古典B古文編

改訂版古典B漢文編

継続睦を重視し， l年次珠用教科書の出版仕を選択した。論理的忠

考を鍛える評論教材や，定番の近代小説を柱に昭和・平成の味わい
深い教材が幅広く収録されている。また，テーマごとの配置や，理
解を深める資料・図説に工夫がなされており， より高度な作品を読
解することで応用力を養い，柔軟な思考力の育成に適切であると判
断した。
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番教材に加え，各作品の増補や言語活動での読み比べなど，学習の
幅が広がり，作品世界を十分に理解し味わ．うことができる。また，
古文の文法学習や和歌の解説，漠文句形のまとめなど，文章読解の
ために工夫されていることから，適切であると判断した。
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世界史A 帝国
世A

314

1戸

明解世界史A

記述が他の教科苫より詳細で，用語の記載も多く基本的事項の習得
が図れるとともに，発展学習にも適し，世界史Bの導入とすること
ができる。また， 「日本史も含めた深みある世界史記述」の部分で
は生徒の興味・関心を引くことができる。 、

6 Ⅱ

１
－－

普通科・ 1学年・全

理数科・ 1学年・全

"

世界史B 東書
世B

308
世界史B

サイズが大きく記述？図版・地図が豊富である。特に記述は詳細

で，用語も多く，歴史の流れを理解しやすい本文となっている。．
ラムは用語集のように詳細丁寧で，単に用語の説明にとどまらず，
その時代や国家についてまで記述がふくらみ総合的な理解が図れ
る。

L

普通科・3学年・選

日本史A 山川
日A

311

h

1

日本史A改訂版 一

わかりやすく詳細な記述で、新しい研究成果も反映されている。生

徒の自学自習にも活用でき、豊富な図版は生徒の興味関心を喚起す
るものである。地図が多く掲載されており､･地理的条件と関連付け
た学習ができ、 日本の伝統文化について理解を深めることができ
る。 ，

、

寺
､ I

普通科。 ､2学年・選、
理数科・2学年・選

日本史B
、 9

山川
、 日B‐

309
詳説日本史改訂版

歴史学習をするうえで，わかりやすく詳細な記述であり，項目がよ
く整理されていて生徒が読み進めても理解しやすい。また，図版・
地図が豊富で，主体的な学習を行う上での資料として最も適した教
科書である。 ′

6 "
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曲

普通科・2学年・選

、
、
巳

0 泊

地理A

I

帝国
､地A

308
高等学校新地理A

豊富な図版・写真を示しなｶﾐら，基本的事項をくまなく盛り込み，

丁寧に解説している。変化の激しい現代世界の「今」をとらえられ
興味関心が喚起される｡． さらに，作業を通じて，地理的技能が着実
に習得できるところもよい。 ‐ ｛

1

普通科・2学年・選

理数科・2学年・選

Ｉ

地理B 宮二
地B
305

新編詳解地理B改訂版

、 け

I

基本知識がよく整理されてお.り，分布や成因・現象を段階を踏んで

整理されている｡.また,､写真・図表・特設コラムなど内容が充実し・
ており，資料性も高く，図版や写真の読み取りなどの地理的技能の
習得がしやすい。

午 h
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普通科・2学年・選

地図

、

国帝
”

地図

310
新詳高等地図

T

非常に美しく彩られ,見やすい内容になっていて,興味関心を喚起
させる。図に統一感があり，地域の比較･検討がしやすい。地球的
課題など，豊富な羊題図・一般図が，地誌学習をはじめ；授業の柱
と.して機能している。位置図や図取りなど随所に工夫が見られ,授
業に十分対応できる。 ‘

､

』

h

F

普通科・2学年・選．

理数科・2学年・選

『 ､

倫理 清水
倫理’
308

〆 も

●

高等学校新倫理新訂版

学習内容が，各主題ごとに，歴史的な流れの中に照らして無理な ，
く1 ，系統的に構成されている。また, ･基本的な内容が過不足なく提
示され，生徒の興味や関心を喚起でき，学習をより深化・発展させ
ることができる。言語活動の展開など，生徒の主体的な学習活動に
最も適した教科書である。 '

曹

普通科・ 1学年・全
理数科・3学年・'全

政治・経済 実教
政経

312
高校政治・経済新訂版’

生徒の視点に立った詳細な記述で，時事的内容も適切なものが選ば

れ随所に取り上げられている。主権者教育についても力を入れた内
容で，豊富な図表や資料は生徒の興味関心を喚起ずる。社会傭勢の
変化や今日的な諸課題が積極的に取り上げられ，それらについて主
体的に考察させることができる。 ） 『

､
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普通科・ 3学年・全
理数科・ 3学年・全
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数学I 数研
数I
327

改訂版数学I

ヘ

各章の導入部分かしっかりと書かれており，谷草で取り上ける考え

方や基礎基本が理解しやすい。例一例題一応用例題と段階的にレベ
ルアップを図ることができるように問題が配列されている。研究や

発展といった入試問題を意識した内容も本文の直後に配置されてお
り，無理なく授業に盛り込めるように配慮されている。また,指導
の流れを考えた構成になっており，生徒が自学自習しやすい。身の
回りの事象ど数学との関わりを記述じたコラ童なども充実してお
り，数学への興味関心が広げられるよう工夫されている。

普通科・ 1学年・全

色=

、

数学Ⅱ 数研
数Ⅱ
327

改訂版、 数挙Ⅱ

各章の導入部分がしっかりと書かれており，各章で取り上げる考え

方や基礎基本が理解しやすい。例一例題一応用例題と段階的にレベ
ルアップを図ることができるように問題が配列されている。研究や

発展といった入試問題を意識した内容も本文の直後に配置されてお
り，無理なく授業に盛り込めるように配慮されている。また，指導
の流れを考えた構成になっており，生徒が自学自習しやすい。身の
回りの事象と数学との関わりを記述したコラムなども充実してお
り，数学への興味関心が広げられるよう工夫されている。

普通科・2学年・全

数学Ⅲ 数研
数m
322

改訂版数学Ⅲ

各章の導入部分がしっかりと書かれており， 各章で取り上げる考え

方や基礎基本が理解しやすい。例一例題一応用例題と段階的にレベ
ルアップを図ることができるように問題が配列されている。研究や
発展といった入試問題を意識した内容も本文の直後に配置されてお

り，無理なく授業に盛り込めるように配慮されている。また，指導
の流れを考えた構成になっており，生徒が自学自習しやすい。身の
回りの事象と数学との関わりを記述したコラムなども充実してお
り，数学への興味関心が広げられるよう工夫されている。

普通科・ 3学年・選

数学A 数研
数A
327

改訂版数学A

各章の導入部分がしっかりと書かれており，各章で取り上げる考え
方や基礎基本が理解しやすい。例一例題一応用例題と段階的にレベ
ルアップを図ることができるように問題が配列されている。研究や
発展といった入試問題を意職した内容も本文の直後に配置されてお
り，無理なく授業に盛り込めるように配慮されている。また，指導
の流れを考えた構成になっており，生徒が自学自習しやすい。身の
回りの事象と数学との関わりを記述したコラムなども充実してお

り，数学への興味関心が広げられるよう工夫されている。

普通科・ 1学年・全

数学.B 数研

、

数B
325

改訂版数学B、

各章の導入部分がしっかりと書かれており，各章で取り上げる考え

方や基礎基本が理解しやすい。例一例題一応用例題と段階的にレベ
ルアップを図ることができるように問題が配列されている。研究や
発展といった入試問題を意識した内容も本文の直後に配置されてお
り，無理なく授業に盛り込めるように配慮されている。また，指導
の流れを考えた構成になっており，生徒が自学自習しやすい。身の
回りの事象と数学との関わりを記述したコラムなども充実してお
り，数学への興味関心が広げられるよう工夫されている。

普通科・ 2学年・全

物理基礎 実教
物基

313
物理基礎新訂版

ベーシの端に視在字音している内容か全停でどの部分にあたるかを

示す帯がついており，生徒が学習するうえでの展望を抱きやすい。
また，巻末の解答が丁寧であり，生徒の問題演習への意欲を高めら
れるとともに，伺じく巻末に物理でよく使う表現がまとめられてい
る。

普通科・ 1学年・全

物理 実教
物理

309
物理新訂版

『

1年吹に使用した教科書と同様，現在の学習内容の全体での位置が
わかりやすい。個々の内容について写真を掲載し，平易で具体的に
説明されている。本文中の適所で，学習した内容と関連して，科学
的に思考させ，計算させる問題を扱っている。

』

普通科･'3学年・選

化学基礎 第一
化基
321

高等学校改訂化学基礎

化学用語の英訳を付す等，国際性への配慮もなされている。参考． ．
発展の記述も生徒の興味・関心に応じて踏み込んでいけるよう配慮
されている。探究活動は理科課題研究への動機付けとなることが期
待できる。

幻

普通科・ 1学年・全

化学研究a 第一
化学
315

1

高等学校改訂化学

詳細な内容の記述があり，課題研究などで深く各単元を学習する本
校生徒の学習実態と合致するため。また，化学基礎との内容の連続
性を考慮したことも選定理由の1つである。

､

普通科・ 2学年・選
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33
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生物基礎 数研
生基

316
改訂版生物基礎

図や写真が多く用いられている。特に，巻末には教科書に出てくる
生物を120点以上の写真と解説を用いて扱っている。学習指導要
領に示された内容を超えた発展的内容も， 「発展」 として扱うこと
で無理なく盛り込んでいる。

普通科・2学年・選

生物 第一
生物

311
高等学校改訂生物

全体的に内容が細かく記載されており，特に「発展」の内容では最
新の情報も多く盛り込まれているなど，本校の実態に合っている。
｢めあて」や「ガイド」が設けられており，複雑な生命現象を，大
まかな流れを把握したうえで学習することができる。

普通科・ 3学年・選

地学基礎 啓林
地基

308
地学基礎改訂版

個々の内容について写真を掲載し，平易にわかりやすく，具体的に
説明している。本文中の適所で，学習した内容と関連して，科学的
に思考させたり，計算させたりする問題を扱っている。
したトピック的な事柄や最近の研究の動向，本文を補う

本文と関連
内容など

を，本文の関連した場所で扱っている｡学習指導要領に示された内
容を超えた発展的な内容も， 「発展」 として扱い，地学基礎をより
深く理解できるように盛り込まれている。

白

普通科・2学年・選

t

地学
啓林

地学
303

地学改訂版

2年次に使用した教科書との継続性がある。図版が多く，質も高い
ため資料集のように使うこともできる。平易にわかりやすく，具体
的に説明されている｡･本文中の適所で，学習した内容と関連して，
科学的に思

と関連した

考させたり，計算させたりする問題を扱っている。本文
トピック的な事柄や最近の研究の動向，本文を補う内容

などを，本文の関連した場所で扱っている。最新の研究に基づいた
内容を取り入れるよう努め，最近の問題についても考察できるよう

に配慮されている。

普通科・3学年・選

保健体育 大修館
保体
304

現代高等保健体育改訂版

一単元見開きで内容も充実しており， 図法等も豊富でカラフルに色

分けされていてわかりやすい。AEDの使用法も別途に記載があり，最
新の心肺蘇生法も具体的に記載されている。また副教材も充実して
おり，内容も整理されていて使いやすい。 普通科・ 1学年・全．

理数科・ 1学年・全

音楽I 友社
音I

312
改訂版ON! l ，

字音指導要領の示す目標， 内容に適切な教材を数多く用意してあ

る。また音楽の基礎となる要素を理解できる教材，楽譜の読み書き
について解説した教材も用意してある。楽曲教材は古今東西の音楽
をバランスよく取り扱っており歌唱・器楽d創作・鑑賞・日本音
楽・多様な音楽文化など構成に配慮されている。アクティブラーニ
ングに対応し創造的に知識と実践を結びつける学習ができるよう配
慮，工夫されている。

普通科・ 1学年・選

理数科・ 1学年・選

,音楽Ⅱ 友社
音Ⅱ
312

改訂版ON1 2

音楽Iでの音楽体験をさらに深めることができるよう，多様なジャ
ンルの教材が取り入れられている。学習指導要領に示す事項を不足

なく取り上げながら，時代の変化に即した「生きる力」を育む，個
性的で創造的な教科書となっている。表現・鑑賞へと相互に関連性
を持たせながら自主的・創造的・活動的な学習ができるよう工夫さ

れている。
ﾛ

普通科・2学年・選

音楽Ⅲ 友社
音Ⅲ
306

改訂版高校生の音楽3

、 -

音楽Iおよび音楽Ⅱでの音楽体験をさ､らに深めることができるよ

う，多様なジャンルの教材が取り入れられている。芸術の技術・知
識と思考力・判断力・表現力のバランスの良い習得を目指した編集
意図が感じられ，生徒が主体的に学習する態度を引き出すよう工夫
されている。教科書としての実用性に優れており教育効果が期待で
きる。 、

普通科・3学年・選

美術I 光村
美I
304

美術1

凡

基礎・基本を大切にしつつ，新しい感性を積極的に取り入れ，今日
的な内容を持った教科書となるよう， さまざまな工夫が試みられて
いる。また， アクリルガッシュの説明や色彩の基礎がしっかりと取
り上げられており，授業内容と繋がっているため選定した。現代的
な内容を含んでおり，興味を引きやすい内容で自ら読み進めること
ができ，検索しやすい構成になっている。

普通科・ 1学年・選

理数科・ 1学年・選

、

美術Ⅱ 光村
美Ⅱ
303

美術2

1年次に同社の「美術1」を使用しており，整合性を保つためにも
継続して使用したい。 さらに，時代に即した，新しい感性による新
しい表現が績極的に取り入れられており，生徒が主体的に創作活動
に取り組めるように工夫されているため選定した。アニメーション
などの内容を取り込み，実生活での鑑賞に繋がるような，興味を引
きやすい内容の構成になっている。

普通科・2学年､･選

美術Ⅲ 光村
美Ⅲ
303 ．

美術3

1 ．2年吹に同社のI美術1」及び「美術2」を使用しており，整
合性を保つためにも継続して使用したい。さらに「美術I 」 「美術
Ⅱ」で育まれた資質や能力を発展させるため，美術・デザインの社．
会的な広がりと，美術・デザインと歴史のかかわりへの意識が高め
られるような工夫がされている。 さらに，デジタル機器などを始め
様々な道具の説明や今後の芸術分野への可能性や発展性の内容を含
む構成となっている。

普通科・ 3学年・選
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書道I 教図
書I

306
書I

書写から芸術書道への導入がわかりやすく，姿勢・執筆法や用具。
用材の説明についても詳しい。古典の全体像を示す折込み図版が多
く，他の図版も多様な古典を取り上げ，その印刷も鮮明である。こ
のことは，古典学習における深い学びを促す点において，最も重要
視した点である。鑑賞や書論の学習についても具体的であり，生徒
が主体的に学習する教材として適切であると考える。

普通科・ 1学年・選
理数科・ 1学年・選

!（

書道Ⅱ 教図
書Ⅱ
306

丁
“

Ⅱ書

、

漢字書体の変遷を学ぶ上での古典教材が多様で，その印刷図版が鮮‘
明である。解説についても，具体的でわかりやすい。改訂により，
古典教材の更なる充実が図られている点にも重点を置いた。創作の
単元では,，その工程が簡潔にまとめられており，作品事例も近現代
作家の名品を積極的に掲載しているため，鑑賞指導においても有効
であると考える。

℃

普通科・2学年・選

書道Ⅲ 光村
書Ⅲ

30．5
書Ⅲ

'

書道I 。Ⅱを学習した生徒にとっての古典臨書と発展的な書の学習
に合わせた，豊富な資料が掲載されている。漢字の多字数書，仮名
の多様な表現，漢字仮名交じりの書，築刻・刻字など，創作に関わ
る説明が具体的である。鑑賞学習へと展開する害論の解説もわかり
やすい。主体的な学びを支援する上で，生徒自らの意欲に応じて選
択できる学習教材が豊富であることに重点を置いた。 ．

r 〃 h

、

普通科・3学年・選
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心を持って学習に取り組ませることができる。各パート冒頭や側注
部の英問など，英語での授業が行いやすい教科書であり，豊富な問
題や活動を通して総合的な英語力を身につけることができる。 自ら
の考えを発表する場が充実している「発信型〕の教科書であるの
で，コミュニケーション能力の養成に適している。 、

普通科.． ‘1学年・全
理数科・ 1学年・全

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

英語Ⅱ
第一

．Ⅱ

348

１

ﾔ

Perspectlve

EnglishCommunicationn

肥WEDITION ，

各課はさまざまなジャンルから成る教材で構成されており，興味関

心を持って学習に取り組ませることができる。各パート冒頭や側注
部の英問など，英語での授業が行いやすい教科書であり，豊富な問
題や活動を通して総合的な英語力を身につけることができる。自ら
の考えを発表する場が充実している「発信型」の教科書であるの
で， コミュニケーション能力の養成に適している。 .また， 1年次か
らの継続性という観点からも適している。

普通科・2学年・全
理数科・2学年・全

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

英語Ⅲ
第一

．Ⅲ

344

Perspective

EnglishCo皿nunicatiohⅢ
NEWEDITION． ,

各課はさまざまなジャンルから成る教材で構成されており，興味関
心を持って学習に取り組ませることができる。 COMPREHENSIONの英問
な・ど，英晤での授業が行いやすい教科書であり，豊富な問題や活動
を通して総合的な英語力を身につけることができる。 自らの考えを
発表する場が充実している「発信型｣ .の教科書であるので， コミュ
ニケーション能力の養成に適している。

ﾛ グ

普通科"・3学年・全

理数科・3学年・全

英語表現I 啓林
英I
328
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Advanced ‘

多様なコミュニケーション活動としての，プレゼンテーション。
ディスカッ･ション等々に対応できる内容となっている。また，文
法・語法・語彙なども習得が容易にできるよ．うに工夫されている。
週1時間の授業で，本校在勤ALTとのティーム・ティーチングの授業
展開上，最適であると考える。 ．

d I

q

q印

普通科・ 1学年・全
理数科・ 1学年・全

英語表現Ⅱ 啓林
英Ⅱ
322

VisionQuestEnglish

ExpressionnAce
籾

構文中心に，重要な文法事項を再学習することができる。生徒たち
の英語力のさらなる向上に結びつくような模範例文が多く，演習問
題の種類が豊富である。
びながら，パラグラフ

また，パラグラフの構成やつなぎ表現を学
･ライティングやエッセイ・ライティンケに

まで発展させることが可能な構成である。更にプレゼンテーショ
ン・ディスカッション・ディベートにも取り組めるようになってい・
る。 、 ． 、

普通科・ ・2学年・全

理数科・2学年・全

情報の科学

､

数研
情科
309

改訂版高等学校情報の科
学

‐、 ／1時J猩〃口竺’生v・し詮‐、 ＝L1丹J汎どくしLやソp11Lvノ1月極Iし延

会に関する用語が多く用いられ内容が充実している。また，図や表

が豊富で説明がわかりやすい。 さらに，現在数学で使用･している教
科書と連動しているため，数学科と連携して内容を深めることがで
きる。 ，

普通科.:1学年・全

理数科・ 1学年5全
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令和2年度使用高等学校教科用図書選定理由書

[専門教育に関する各教科］

1

2

3

4

5

6

７

一

8

9

10

1

8

種 目

__(_教科）

発行者

の略称

教科書

の記号

6.-番号一

教科用図書名
一一一一 ＝ P一一一一一一一4－．＝一 .－ 一

教科用図書選定理由 ‘
使用学年
及び学科

理数数学I 数研
数I
327

I

改訂版数学I

各章の導入部分がしっかりと書かれており，各章で取り上げる考え
方や基礎基本が理解しやすい。例一例題一応用例題と段階的にレベ

ルアップを図るごとができるように問題が配列されている。研究や
発展といった入試問題を意識した内容も本文の直後に配置されてお

り，無理なく授業に盛り込めるように配慮されている。また，指導
の流れを考えた構成になっており，生徒が自学自習しやすい。身の
回りの事象と数学との関わりを記述したコラムなども充実してお

り，数学への興味関心が広げられるよう工夫されている。

理数科・ 1学年・全

理数数学I 数研
数Ⅱ
327

改訂版数学Ⅱ

各章の導入部分がしっかりと書かれており，各章で取り上げる考え
方や基礎基本が理解しやすい。例一例題一応用例題と段階的にレベ

ルアップを図ることができるように問題が配列されている。研究や
発展といった入試問題を意識した内容も本文の直後に配置されてお

り，無理なく授業に盛り込めるように配慮されている。また，指導
の流れを考えた構成になっており，生徒が自学自習しやすい。身の
回りの事象と数学との関わりを記述したコラムなども充実してお
り，数学への興味関心が広げられるよう工夫されている。

理数科・ 1学年・全

理数数学Ⅱ 数研
数Ⅲ
322

改訂版数学Ⅲ
Ｂ
ｒ
、

各章の導入部分がしっかりと書かれており，各章で取り上げる考え

方や基礎基本が理解しやすい。例一例題一応用例題と段階的にレベ
ルアップを図ることができるように問題が配列されている。研究や
発展といった入試問題を意識した内容も本文の直後に配置されてお

り，無理なく授業に盛り込めるように配慮されている。また，指導
の流れを考えた構成になっており，生徒が自学自習しやすい。身の
回りの事象と数学との関わりを記述したコラムなども充実してお
り，数学への興味関心が広げられるよう工夫されている。

理数科・ 2学年・全‘

理数数学I
ダ

数研
数A
327

改訂版数学A

各章の導入部分がしっかりと書かれており，各章で取り上げる考え
方や基礎基本が理解しやすい。例一例題一応用例題と段階的にレベ
ルアップを図ることができるように問題が配列されている。研究や
発展といった入試問題を意識した内容も本文の直後に配置されてお
り，無理なく授業に盛り込めるように配慮されている。また，指導
の流れを考えた櫛成になっており，生徒が自学自習しやすい。身の
回りの事象と数学との関わりを記述したコラムなども充実してお
り，数学への興味関心が広げられるよう工夫されている。

理数科・ 1学年・全

理数数学Ⅱ 数研
数B
､325

改訂版数学B

各章の導入部分がしっかりと書かれており，各章で取り上げる考え

方や基礎基本が理解しやすい。例一例題一応用例題と段階的にレベ
ルアップを図ることができるように問題が配列されている。研究や
発展といった入試問題を意識した内容も本文の直後に配置されてお

り，無理なく授業に盛り込めるように配慮されている。また，指導
の流れを考えた栂成になってお.り，生徒が自学自習しやすい。身の
回りの事象と数学との関わりを記述したコラムなども充実してお
り，数学への興味関心が広げられるよう工夫されている。

理数科・2学年・全

理数物理 数研
物理
‐314

改訂版総合物理1 力と運
動・熱 ,

一一ー■ ■ 一一ヴーョーロー ■ ■守口ロ－d Bグー一■ ■"ロマーーーーー■ｸ寺=一口 Ⅱ戸一グ ー■ 画冨一■ｰ

修する。 し､たがって教科書の内容が2冊で重複しておらず，各分野
別に系統的に教えられる教科書の方が， より理解度が深まると考え

られるため。また，図を活用した説明が丁寧でわかりやすいため。
理数科・2学年・全

理数物理 数研
物理
3115

改訂版総合物理2波・電

気と磁気・原子

理数科の生徒は2年間連続で，物理基礎と物理に相当する内容を履
修する。 したがって教科書の内容が2冊で重複しておらず，各分野
別に系統的に教えられる教科書の方が， より理解度が深まると考え

られるため。また，図を活用した説明が丁寧でわかりやすいため。
理数科.・2学年お全

理数化学 実教
化基
315

化学基礎新訂版

基礎的内容から発展的内容までバランスよく記載されている。本文
中の図・付表等も充実しており生徒の探究活動に効果的である。ま
た、課題研究の授業での併用も視野に入れて検討・選定を行った｡‐ ．

P ■

理数科・ 1学年・全

理数化学 実教
化学
310

化学新訂版

詳細な内容の記述があり、理科課題研究などで深く学習する本校生

徒の学習実態と合致するため。また、 1年次理数化学にて使用した
｢化学基礎」 との内容の連続性を考慮したことも選定理由の1つであ
る。

理数科・2学年・全

理数生物 数研
生基
316

改訂版.･生物基礎

図や写真を多く用いており特に，巻末に生物を120点以上の写真と解
説を用いて扱っている。学習指導要領に示された内容を超えた発展
的内容を「発展」 として扱い、無理なく盛り込んでいる。

理数科・ 1学年・全
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理数生物 第一
生物

311
高等学校改訂生物

全体的に内容が細かく記載されており，特に「発展」の内容では最

新の情報も多く盛り込まれているなど、本校の実態に合っている。

｢めあて」や「ガイド」が設けられており，複雑な生命現象を，大
まかな流れを把握したうえで学習することができる。

理数科・ 2学年・全

L P

理数地学

1

啓林
地基
308

地学基礎改訂版

個々の内容について写真を掲載し，平易にわかりやすく，具体的に

説明されている。本文中の適所で，学習した内容と関連して，科学
的に思考させたり，計算させたりする問題を扱っている。本文と関
連したトピック的な事柄や最近の研究の動向，本文を補う内容など
を，本文の関連した場所で扱っている。学習指導要領に示された内
容を超えた発展的な内容を「発展」 として扱い，地学基礎をより深
<理解できるように盛り込まれている。

理数科・ 1学年・全

理数地学 啓林
地学
303

地学改訂版

l年次に使用した教科書との継続性がある。図版が多く、質も高いた

め資料集のように使うこともできる。平易にわかりやすく，具体的
に説明されている。本文中の適所で，学習した内容と関連して，科
学的に思考させたり，計算させたりする問題を扱っている。本文と

関連した卜･ビック的な事柄や最近の研究の動向，本文を補う内容な
どを，本文の関連した場所で扱っている。最新の研究に基づいた内
容を取り入れるよう努め，最近の問題についても考察できるように

配慮されている。

理数科・3学年・全
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学習指導要領における各教科（分野）の目標

言葉による見方・考え方を働かせ､言語活動を通して、国語で正確に理解し適切に表現する

資質・能力を次の通り育成することを目指す。

(1) 日常生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができる。
f ，

(2) 日常生活における人との関わりの中で伝え合う力を高め、 思考力や想像力を養う。

(3) 言葉がもつよさを認識するとともに、言語感覚を養い、国語の大切さを自覚し、国語を

尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

千葉市の児童生徒の学力と今後の課題 ’

｢千葉市学力学習状況調査結果」 （平成29年度)の学習調査結果からは、小学校3年生・ 5年

生ともに県の平均とほぼ同等であるがく ｢話すこと・聞くこと」については、相手や目的に応じ

て、理由や事例などを挙げながら筋道を立て、工夫して話すことに課題が見られる。また、 「読

むこと」は、工夫して音読することや、中心となる文や段落を捉えて説明的な文章を正しく読
1 0

むことに課題がある。児童の実態に合わせた適切な指導法の工夫・改善が必要である。

また、 「全国学力・学習状況調査」 （平成30年度)の学習調査結果からは、 ｢活用に関する」 B

問題は、 「読むこ と」以外の全ての領域で全国平均を下回った｡中でも｢関心･意欲･態度｣は低く、

国語学習に意欲的に取り組むことができていない現状が伺える。
,

今後は、 日頃から児童が国語の学習に主体的に取り組み、基礎的･基本的な力を活用しながら
0 ，

日常生活に生きて働く言語能力を発揮できるような力をつけていく必要がある。 ’

求められる教科用図書の特色
一 F

(1)教育基本法及び学習指導要領に即した内容であること。

(2)児童の主体的・対話的で深い学びの学習を促す学習内容が示されていること。

‘(3)学習のねらいやゴールが明確に示されているとともに、基礎・基本の定着や思考力・判断力．

表現力の育成など確かな学力を身につけるため､見通しをもって学習が進めていけるような

工夫があること。
Q も 』

(4)言葉による見方・考え方を働かせて、言語活動を通して言語能力の育成を図ることができる

､ よう配慮されているもの。

(5)学びの基礎となる読書力の向上を図り、読書に親しませ、学びへの動機づけと幅広い知識と

語彙の習得に向けて図書館等の利用を促すよう配慮されているもの。

(6)情報の扱いに関する技能を高めるために、文章で表された情報を的確に理解し、自分の考え

を形成していけるような内容であること。 ‘

(7)指導内容は、系統的・段階的につながっていて繰り返しながら学習し、資質＆能力を青成し

ていけるよう工夫されているもの O 、
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国語の観点 （

1 新しい学習指導要領への対応について

（1） 「主体的・対話的で深い学び」の実現

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業展開がしやすく、言語活動や体験

活動を取り入れた学習活動が充実できるよう、工夫されているか。

（2）学習基盤の育成及び教科等横断的な視点

言語能力、情報活用能力､､問題発見・解決能力等の学習の基盤となる資質・能力や現

代的な諸課題に対応して求められる資質・能力を教科等横断的な視点に基づいて育まれ

るよう工夫されているか。

（3）教科の目標への適合 ｝ ‐

【国語科の目標】

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で正確に理解し適切に表

現する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

(1)‘ 日常生活に必要な国語について､その特質を理解し適切に使うことができるよう

にする。

（2） 日常生活における人との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を養

、 う。

（3）言葉がもつよさを認識するとともに、言語感覚を養い､国語の大切さを自覚し、

、国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

2内容について

（1）市の教育施策への適合 ‘

第二次千葉市学校教育推進計画や21世紀を拓く等の本市の教育施策の指針に照らし、

内容ｶﾐ適切に取り上げられているか。

（2）児童への適合

・内容が系統的・発展的に配列されているか。

・児童の発達の段階に応じた活字の大きさ・文字数・文章表現等がなされ、文章が平易

‘ で理解されやすく、記述の分量は適切であるか。

（3）地域性への適合

話題や題材が地域性を考盧した内容の広がりをもったものであるか。

（4）補充的・発展的な学習

個々の児童の理解に応じ、きめ細かな指導ができるよう配盧されているか｡

3造本等

（1）印刷9製本

活字・写真・図表等の印刷が鮮明で、表紙・装丁・紙質がよく、製本がしっかりして

いるか。

（2）扱いやすさ

判型、厚さ、重量等､児童が学習する上で、扱いやすいように配慮されているかび

／

2
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【 国語科 】

、

3

発行者 2 東京書籍 11 学校図書

書名 新しい国語 みんなと学ぶ小学校国語

新
し
い
学
習
指
導
要
領
へ
の
対
応

(1) 学習で身に付けたい力を明確に示す

ことで、主体的な学びを促している。

学習活動の各所で、児童が考えを伝え

合う場面を設けることで、対話的で深

い学びを実現できるようによく配慮さ

れている。

(2) 他教科との合科的・関連的な指導を

図ることができる題材により、言葉の

力が習得できる内容になっている。言

葉の力を他教科の学習や日常生活に生

かす観点も示している。

(3) 言語活動を通して、国語の能力が身

に付くよう、単元で育成する資質P能

力を「言葉の力」 として明確化し、バ

ランスよく一体的に育成できるように

よく工夫され、課題解決的な学習を重

視した単元構成になっている。

(1) 学習課程の明確化と考えの形成を重視

することで、主体的な学びを促している。

学習活動の中に、自分の考えを表現する場

を設けることで、対話的で深い学びが実現

できるようにしている。

9 －

(2) 今日的教育課題に考慮した題材が選定

(3)

され、他教科の学習に活用できる題材を配

置している。

言語活動を通して、国語の能力が身に付

くよう、資質・能力を総合的に考え、対話

の中で伝え合う力が着実に身に付けられ

るように思考力や想像力、言語感覚を養う

ことを目指した単元構成になるよう、よく

工夫されている。

‐内

容

(1) 豊かな言語活動･読書活動の充実、

現代的課題を取り入れ、確かな学力を

育む題材が配列され、本市の教育施策

の実現に資する内容について特に優れ
ている。

’

(2) 全学年、同時期に同じ領域の単元が

(3)

置かれ、系統的・発展的に配列されて

いる。 1年間の学習過程が明示され、

文章が分かりやすく記述の分量も適当

である。

身近な地域の自然や伝統にふれ、そ

の継承や発展について考えるような話

題や題材を設定している。

(4) 巻末に「付録」 として、各単元の学
，く

習の補助や、学んだことの発展に資す

る題材や資料を示し、実態に応じた指

導の配慮がされている。

(1) 主体性を重視した言語活動、読書活動の

充実、思考力・判断力・表現力を育む題材

が配列され､本市の教育施策の実現に資す

.る内容になっている。 ．

(2) 全学年､同時期に同じ領域の単元が置か

れ、系統的・発展的に配列されている。 1

年間の学習課程が明示され、文章の記述の

分量も適当である。

(3) 地域住民と関わり、社会とつながりをも

ちなが･ら学ぶことができるような話題や

題材を設定している点が特に優れている。

(4) 巻末に「広げよう確かめよう」 として 、

本編の補充的･発展的な資料･題材を示し、

実態に応じた指導の配慮がされている。

-造

本

(1) 印刷は鮮明で、全ての児童が見分け

やすい配色になっている。デジタルマ

ークを付してウェブコンテンツを利用

できる 0

(2) 全学年B5判、 4年生以下は上下2

巻で5 ． 6年生は合本されているd読

みやすいユニバーサルデザイン書体を

使用している。

(1) 印刷は鮮明で、全ての児童が見分けやす

い配色になっている。QRコードを付し

てウェブコンテンツを利用できる。

(2) 全学年B5判、上下2巻とし、児童の持

ち運びを配慮している。読みやすいユニバ

－サルデザインを利用している。



【 国語科 】

夕

4

発行者 17教育出版 38 光村図書罰

書名 ひろがる言葉
ー

国 語

新
し
い
学
習
指
導
要
領
へ
の
対
応

(1) 学習過程の中に見通しと振り返りを

位置づけ、主体的な学びを促している。

各題材に学びあいの場を設定し､対話的

な協働学習の中で課題解決を図るよう

にすることで､深い学びが実現できるよ

うに配置されている。

(2) 課題・題材や言語活動など、多様な

観点から他教科の学習で活用できるよ

うによく配慮されている。

(3) 言語活動を通して、国語の能力が身に

付くよう、系統的な学習を意図し、 目標

やねらいを明確にし、言葉による見方・

考え方を働かせ､児童が自ら学び、 自ら

考える力の育成を目指した単元構成に

なっている。 ．
I

(1) 巻頭に国語の学び方や学びの姿がイメー

ジできる工夫があり､各単元には学習の進め

方を提示し、学習過程を明確にすることで、

主体的・対話的で深い学びを実現できるよう

に、 よく配慮されている。

(2) 他教科や日常生活との関連が図れるよう

に話題･題材の選定や学習活動が配慮されて

いる｡身に付けた力を生かす場面を自覚でき

るよう、活用する観点も示しており、よく工

夫されている。

(3) 言語活動を通しで、国語の能力が身に付く

よう、児童の主体性を意図し、生きて働く知

識及び技能の習得、伝え合う力、思考力や想

像力・判断力の向上、言語感覚を養うことを

目指した単元構成がなされている。

内

容

(1) 多様で活発な言語活動・読書活動

の充実､思考力・判断力・表現力をはぐ

くむ題材が適切に配列され､本市の教育

施策の実現に資する内容となっている。
も

(2) 全学年､同時期に同じ領域の単元が置

かれ､系統的･発展的に配列されている。

1年間の学習過程が明示され、文章が分

か'りやすく記述の分量も適当である。
p

○

(3) 学習を通して、地域を大切に思う気

持ちや誇りがもてるよう､話題や題材

に工夫がみられる。

(4) 巻末に「付録」 として様々な学習場

面にこたえる補充的・発展的な資料

を示し、実態に応じた指導の配慮がさ

れている。

(1) 豊かな言語活動・読書活動の充実、確かな
、

学力を育む質の高い多様な題材が配列され、
本市の教育施策の実現に資する内容となっ
ている点が、特に優れている。

(2) 全学年、同時期に同じ領域の単元が置か
れ、系統的・発展的に配列されている。 1
年間の学習過程が明示さ･れ、文章が分かり
やすく記述の分量も適当である。

″

(3) 地域やその文化に対する関心を高め、愛着
や誇りをもつことができるような話題や題

材を設定している。
』

(4) 巻末に「学習を広げよう」 として、学年に

応じた補充的・発展的な学習に資する資料・

題材を示し、実態に応じた指導の配慮がよく

なされている。 ．

ご 竜

造
本

(1) 印刷は鮮明で、全ての児童が見やす

い配色になっている。デジタルマーク

を付して、 ウェブコンテンツを利用で‘

きる 0

(2】全学年B5判、上限2巻とし、児童

の持ち運びを考慮している。読みやす

いユニバーサルデザインを意識した新

しい教科書体を使用している。

(1) 印刷は鮮明で､全ての児童が見分けやすい

配色になっている。QRコードを付してウェ

ブコンテンツを利用できる点が配慮されて

いる。

(2) 全学年B5判 、
Ｉ
4年生以下は上下2巻で

5．6年生は合本になっている。読みやすい

ユニバーサルデザイン書体を使用している。
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千葉市の児童が必要とする教科用図書 教科名【書写≦ 】
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「

学習指導要領における各教科の目標 ．
1 h

○中央教育審議会における改善の基本方針の方向性を検討するワーキンググﾙｰブでは､書写に関して

｢書写が書写で終わるのではなく、いろいろなところに波及し応用されていくことが今後の書写教育にと

って大切である｡」 と提言されている。

○新学習指導要領では、書写は従来の「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」から、内容の「知

識・技能」の（3） 「我が国の言語文化に関する事項｣に位置付けられることとなった。これを受けて′｣学

校学習指導要;餉霜兇国語編では、書写に関する事項の内容を鋤¥し使うことを通して. ｢各教科の学習活動

や日常生活に生かすことのできる書写の能力を育成することが重要と示されている。
Ⅱ

○国語科における書写の指導のねらいは、 「文字を正しく整えて書く」ことに加えてぐ｢書写の学習で身に
［

付けた資質・能力を、各教科等の学習や生活の様々な場面で積極的に生かす態度を育成する」ことまで求

､められている。そのために、硬筆を使用する書写の指導ば各学年で行い、また､毛筆を使用する書写の指

導は硬筆による書写の能力の基礎を養うよう指導することとなっている。したがって、文字を正しく整え

て書く能力を身に付けることは､他教科の学習や日常生活に生がす書写の能力を高める基礎となる｡さら

に、毛筆で正しく整えて書くことの基礎・基本を硬筆に関連させた指導が大切である。 ．
〃

0

千葉市の児童の学力と今後の課題
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均正答率を上回っている。しかしミ全国学力学習状況調査では、千葉市の平均正答率が全国・千葉県・大

都市の平均正答率とほぼ同じか､国語Bでは若干下回っている｡課題として､知識を活用する力の向上が
あげられる。

ロ

I

』

J ■

○書写に関しては、各書写展への応募状況や日常の学習活動での掲示物等の様子から、児童の文字に対す

る意識は比較的高いと思われる。しかしながら、幼児期の早い段階から筆記具をもち始める児童が多く、
』

姿勢や筆記具の持ち方は小学校入学時点で誤っている児童も多しも今後､入門期の指導を充実させ文字
e

を正しく整えて書くための基盤となる姿勢･筆記具の正しし特ち方の指導を継続的に行っていくことが大
切である。

〃

○今後は今まで以上に他教科や領域と関連させながら､目的や必要に応じて適切に書く場面等を位置づけ、
各教科の学習活動や日常生活に生力すことのできる書写力を高めるための指導を意図的・計画的に行って
;いくことが課題である。

＋

＝ 、

求められる教科用図書の特色
~

1 5

○書写の基礎・基本が確実に身に付くよう配慮されているもの。

○書写学習のめあてや進め方がわかりやずく、主体的な学びを支えることができるもの。
○書写で学習したことを他教科の学習や日常生活に生かしていく力を高められるもの。

､ 〉 、
L Q

己 T



書写の観点

1 新しい学習指導要領への対応

（1） 「主体的・対話的で深い学び」の実現

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業展開がしやすく、言語活動や体験活動を取り入れ

た学習活動が充実できるよう、工夫されているか。

（2）学習基盤の育成及び教科等横断的な視点

言語能力、情報活用能力、問題発見・解決能力等の学習の基盤となる資質・能力や現代的な諸課題に

対応して求められる資質・能力を教科等横断的な視点に基づいて育まれるよう工夫されているか。

（3）教科の目標への適合

学習指導要領国語科の第2 「各学年の目標及び内容｣ .の2 （3） 「我が国の言語文化に関する次の事項

を身に付けることができるよう指導する｡」のウ又はエ「書写に関する事項を理解し使うこと。」に照ら

し、内容が適切に取り上げられているか。

【書写に関する事項を理解し使うこと】

○第1学年及び第2学年

(ｱ）姿勢や筆記具の持ち方を正しくして書くこと。

(ｲ）点画の書き方や文字の形に注意しながら、筆順に従って丁寧に書くこと。

(ｳ）点画相互の接し方や交わり方、長短や方向などに注意して、文字を正しく書くこと。

○第3学年及び第4学年

(ｱ）文字の組立て方を理解し、形を整えて書くこと。

(ｲ）漢字や仮名の大きさ、 ．配列に注意して書くこと。

(ｳ）毛筆を使用して点画の書き方への理解を深め、筆圧などに注意して書くこと。

○第5学年及び第6学年

(ｱ）用紙全体との関係に注意して、文字の大きさや配列などを決めるとともに、書く速さを意識して書くこと。

(ｲ）毛筆を使用して、穂先の動きと点画のつながりを意識して書くこと。

(ｳ） 目的に応じて使用する筆記具を選び、その特徴を生かして書くこと。

2内容について

（1）市の教育施策への適合 「第2次千葉市学校教育推進計画」や「21世紀を拓く」等を参照し、内

容が適切に取り上げられているか。

（2）児童への適合

・内容が系統的・発展的に配列されているか。 ｰ』

・児童の発達の段階に応じた活字の大きさ・文字数・文章表現等がなされ、文章が平易で理解されやす

く、記述の分量は適切であるか。

（3） ‘地域性への適合

話題や題材が地域性を考慮した内容の広がりをもったものであるか。 ≦ ‐

（4）補充的・発展的な学習

個々の児童の理解に応じ〈 きめ細かな指導ができるよう配慮されているか。

3 造本等

（1）印刷・製本

活字･写真・図表等の印刷が鮮明で、表紙・装丁. ・紙質がよく、製本がしっかりしているか。

（2）扱いやすさ

判型、厚さ、重量等、児童が学習する上で、扱いやすいように配慮されているか。

6



【 書写 】
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発行者 2 東京書籍

I

11 学校図書

書名 新しい書写 みんなと学ぶ小学校書写

新
し
い
学
習
指
導
要
領
へ
の
対
応

(1)書写の原理・原則をもとに児童の課題発

見・把握、確認、振り返り、応用を学習す

ることで主体的・対話的な学びができるよ

うに構成されており、思考力・判断力・表

現力を育みながら、深い学びへつながるよ

うに工夫されている。

(2)国語科と連動させた言語活動や、他教科

の学習や特別活動等で行われる「書いて伝

える」活動を関連付け、生活に活用できる

ようによく工夫されている。

(3)教科の指導目標に則して、ねらいや留意点

が明確にされている。正しい姿勢、整った

文字の書き方などが分かりやすく示される

などの工夫がよくされている。

(1)学習の進め方が四部構成となっており、

思考力や表現力を働かせながら主体的に取

り組めるように工夫されている。また、学

習活動の中で対話などを通して、 自らの課

題と解決方法を発見･理解できるようによ

く工夫されている。

(2)他教科と関連する教材を積極的に取り入

れ、 日常生活や学校生活で生きる学習がで

きるように工夫されている。文字に関わる

資料などを通じて、興味・関心をも ずつ て主

体的に取り組み、書写技能を的確に活用で

きるよう工夫されている。

(3)教科の指導目標に則し、学習のねらいや

留意点が示されており、分かりやすく学習

が進められるように工夫されている。基

礎・基本の定着を主眼に､運筆の連続写真

や図、説明等を丁寧に取り上げ、内容が充

実している。

内

容

(1)学習の手順や考える視点、学習事項と既

習事項のインデックスが示され、児童が見

通しをもつことや振り返りが主体的に進め

られるように工夫されており、市の教育施

策に適合している。

(2)硬筆、毛筆ともに図や強調箇所の提示の

工夫がなされ、学習の基礎的・基本的な事

項を確実に習得できるようによく工夫され

ている,。 ′

(3)学校行事や学校生活に関わる題材や資料

を取り上げ、具体的な例を取り入れること

で、課題への理解がよく深められるように

なっている。

(4)伝統文化を意識し、理解を深められるよ

うな資料や生活で活用している書写技能の

例が取り上げられ、発展的な学習ができる

よう配慮がされている。

(1)主体的な学びが実現できるように、書写学

習の進め方が発達段階に応じて分かりやす

く示されており、市の教育施策に適合して

いる 0

(2)毛筆学習が硬筆学習に生かされ、系統

的・段階的に学習ができるよう配慮されて

おり、修得した技能を活用できるかを確か

められるように工夫している ｡

(3)学校生活で役立つ教材から、 日常生活や

将来まで役立つ教材が幅広く取り上げられ

でおり、 日常生活にもよく生かせるように

配慮している。

(4)中学校書写「行書」への発展にも配慮し、

児童の興味・関心に応じて取り組めるよう

にしている。 ． ．‐

造
本

(1)硬筆・毛筆文字の印刷は、鮮明で正確で

あり、 より実物に近く、見やすいものにな

っている。 .QRコードが付されている。

h

(2) B5サイズを基本とし、横幅が広くなっ

ており、文字のレイアウトや配色､、デザイ

ンなども全ての児童が使いやすいように配

盧されている。
■ ､

(1)字体や書風は一貫性があり、文字・挿絵

の印刷は鮮明で、表紙や挿絵は親しみやす

い色調になっている。QR．,－ドが付され

ている 0

(2)毛筆教材は半紙原寸サイズで提示されて

いる。硬筆の書き込み欄は、利き腕を間わ

ず練習できるように配慮されている。



【 書写 】
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発行者 17教育出版 38 光村図書

書名 小学書写 書写

新
し
い
学
習
指
導
要
領
へ
の
対
応

(1) 「主体的・対話的で深い学び」の実現のた

め、学習した原理・原則を他の文字で応用を

図り、活用する構成である。 '自ら学びたくな

る書く場面が教材化され､書き方のこつや伝

え合う力を育むための教材がよく工夫され

ている。

(2) よい姿勢や筆記具の持ち方の定着を目指

す活動が取り入れられている。また、習得し

た力を､教科横断的な学習活動や日常生活と

関連させ､すべての学力の基礎となるように

よく工夫されている。

(3)教科の指導目標に則して､学習のねらいや

留意点が示され、姿勢･執筆や硬筆・毛筆

_の筆遣い、字形の整え方など'の基礎・基本の

学習が､確実に身に付くように適切に取り上

げられている。 ′ ，

(1)児童が見通しをもち、主体的に学習できる

ように学習の進め方を示すとともに、自己評

価欄を設けて自己の成長を確認できるように

している。また、児童が相互に知識・技能の

定着を確認し、対話を通して学習を深めるよ

うに工夫されている。

(2)国語科だけでなく他教科との関連教材を各

学年に豊富に位置付け、教科横断的な学習が

充実するよう配慮する‘とともに、 日常生活や

他教科にも生きて働く書写の知識・技能を習

得できるようによく工夫されている。

(3)教科の指導目標に則し、学習のねらいや留

意点が示され、分かりやすく学習できる工夫

がされている。基礎的・基本的な知識・技能

を系統的に位置付け、習得と活用を繰り返し

ながら書く力を身に付けられるように配慮し

て単元が構成されている。

内
容

(1)学習過程が明確で、どのように学ぶのか見

通しをもちやすい。また、児童の発達段階に

応じて書写の言葉を使った対話から学習を

深めていけるため､市の教育施策によく適合

している。

(2)教材の言葉や文章表現は､平易で簡潔であ

るとともに学習要素を理解しやすい文字や

語句を選び､多様な文字の文化に関心がもて
1

るようによく工夫されている。

(3) 日本の伝統と文化への関心が高まるよう

に季節的行事や学校生活との関連が分かり

やすく示され､生活をより明るく豊かにする

教材が充実している。

(4)他教科の学習活動や日常生活に生きて働

く書写力が育成できるように､硬筆と毛筆を

関連させながら、生涯にわたって書きたいと

いう気持ちを育む配慮がよくされている。

､

(1) 日常生活や他教科の学習内容から幅広く題

材を求めて教材化を図ることで、学習したこ

とを自分や社会と結びつけて深く理解し、 日

常に生かせるよう配慮しており、市の教育施

策によく適合している､。

(2)学年に応じた大きさの活字を用い、学年ご

とに学習内容に適した教材が工夫されてい

る。内容が系統的・発展的,に配列され､_発達

段階に即した学習ができるように工夫されて

いる。

(3)伝統文化や学校行事、 日常生活を教材に取

り上げ、家庭や地域との連携を図れるように

よく配慮している。幼・保、中学校との接続

がスムーズに図れるようになっている。

(4)新教材を取り入れ、児童の興味・関心を高

’ め、補充・発展的学習ができるようにしてい

る。資料を充実させ、興味・関心に応じた学

習ができるようにしている。
、

造
本

(1)毛筆・硬筆の書き文字や図、写真などの印

刷は､鮮明で目にやさしく親しみやすいもの

になっている。QRコードが付されている。

■ 里

(2)色覚等の特性をふまえ、毛筆・硬筆の手書

き文字や図､写真などの印刷は鮮明で判読し

やすい色調に配慮されている。

0

(1)表紙・本文とも鮮明な色調で、鉛筆で書

き込みやすい紙質である。写真は鮮明で、

イラストは落ち着いた色彩である。QR．

－ドが付されている。

(2)すっきりした紙面構成と明確に識別でき

る配色で､見やすく読みやすい配慮がされ

ている。
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発行者

I

116 日本文教出版

書名 小学書写

新
し
い
学
習
指
導
要
領
へ
の
対
応
凸

(1)学習の進め方が明記され、見通しをもつ

て主体的に取り組めるようになっている。

また、対話を通して字形の見直しができる

ような学習過程になっており、書写につい

ての学びが深まるように､ よく工夫されて

いる O‘

(2)単体の文字から言葉や文を書く活動につ

なげ、基本的な書写力と文字感覚を育める

ように工夫されている。国語や他教科、 日

常生活で行う言語活動を題材として取り入

れ、書写で培った力を活用できるように工

夫されている ０
口

(3)教科の指導目標に則して、学習のねらい

や留意点が明確に示されている。基本的な

書写の技能を系統的・反復的に身に付けら

れるように工夫されている。 ．

0 9

ﾔ

内
容

(1)話し合い活動や振り返り活動を取り入れ

る等、言語活動を通じて自ら考え、思考し

表現する力を高められるよう配慮されてお

り、市の教育施策に適合している。 ‐

(2)基本的な筆遣いや動き等の注意点を写真

や言葉で具体的に示しており、発達段階に

即して学習を進められるよう工夫されてい

る。 ‘
I

(3)伝統文化や学校行事、 日常生活を教材に

取り上げ、身近な場面で役立つ書写の知

識･技能を紹介し、興味深く学習を進めら

れるように工夫している。

(4) 日常生活に生かせる書写の知識や、 日本
‘
奎
叩
・
‐
の特徴を題材として取り上げることで､

発展的な学習への配慮がされている。

プ‐

卜

1 も

・
造
本

(1)紙質がよく、文字・挿絵ともカラーを効
､

果的に使用し、鮮明で見やすいものになっ

ている。 ．

(2)溌水加工がされており、墨や汚れに強い

:造本になっている。色彩や補助線、 レイア

ウトの工夫を行い、全ての児童が使いやす

いようによく配慮されている。

I
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千葉市の児童が必要とする教科用図書 教科名【社会 】

一
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学習指導要領における各教科の目標

社会的な見方・考え方を働かせ、課題を追究したり解決したりする活動を通して、グローバル化する国際

社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の形成者に必要な公民としての資質・能力の基礎を次の

．とおり育成することを目指す。 ．

(1) 地域や我が国の地理的環境、現代社会の仕組みや働き、地域や我が国の歴史や伝統と文化を通して社

会生活について理解するとともに、様々な資料や調査活動を通して情報を適切に調べまとめる技能を身

につけるようにする。

オ

(2) 社会的事象の特色や相互の関連、意味を多角的に考えたり、社会に見られる課題を把握して、その解

決に向けて社会への関わり方を選択・判断したりする力、考えたことを選択・判断したことを適切に表

現する力を養う。

(3) 社会的事象について、よりよい社会を考え主体的に問題解決しようとする態度を養うとともに、多角

的な思考や理解を通して、地域社会に対する誇りと愛情、地域社会の一員としての自覚、 我が国の国土
と歴史に対する愛情、我が国の将来を担う国民としての自覚、世界の国々の人々とともに生きていくこ

との大切さについての自覚を養う。

千葉市の児童の学力と今後の課題

○平成29年度実施千葉市学力状況調査、第3学年社会の結果において、市平均正答率は県平均正答率と同

じ80．2で目標通過率より2．5低い。観点別正答率では、 「関心・意欲・態度」 と 「技能｣が県平均を上回

っているが「思考･_表現・判断」が同等で、 「知識・理解」のみ下回っている。領域別正答率では、 「わた

したちの地域」が上回づているが他は同等か下回っている。このことから、社会的事象を観察・調査し、

地図や資料を効果的に活用して理解することと、調べたことをもとに自分たちの生活との関連について考
e L

えを深めていくことに課題がある。

○平成29年度実施千葉市学力状況調査、第5学年社会の結果において、市平均正答率は県平均正答率を
《

0.3上回っているが目標通過率より･2.2低い。観点別正答率では「技能」が1．2県平均より上回っている

が他は0．2下回っ.ている。領域別正答率では「食糧生産」が0． 1県平均より下回っているものの、他の3

領域はすべて上回っている。このことから、資料、地図から事実を正しく読み取り、事象を関連付けて、

思考・表現・判断することと、社会的事象を多面的な見方で捉えて、理解を深めることに課題がある。

○平成31年度千葉市学校教育の課題「21世紀を拓く」の小学校社会では、以下の4点について掲げてい

る。

・児童一人一人が問題意識をもち､ .社会との関わりを意識しながら、単元を貫く学習問題を設定すること。

･資料や地図等から事実を正しく読み取り、それを関連付けて考え、多面的な見方で社会的事象をとらえら

れるようにすること。

．めざす姿、身につけさせたい力を明確にした授業を展開し、学習活動の中で子どもの変容を見取り、次の

指導に生かせるよう評価方法の工夫改善を図ること。 ．

･千葉氏や加曽利貝塚といった地域素材を取り上げ、郷土の歴史に対する理解を深めるようにすること。

求められる教科用図書の特色

(1)教育基本法及び学習指導要領に即した内容であること。

○社会的見方・考え方を働かせて事象の特色や意味などを考え、概念などに関する知識が獲得できる内容

であること。

○主体的に問題解決しようとする態度を養うことができるように工夫された内容であること。

○児童の主体的・対話的で深い学びの実現を図れるように内容の構成がなされていること。 ‐ ‘

(2)児童の問題解決的な学習を充実させるため、学習の手順が分かりやすく示されていること。

(3)思考力・判断力・表現力を育めるよう、多様な表現活動に取り組むことができるような内容であること。

(4)多角的な思考や理解を通してよりよい社会を考え、学習したことを生活に生かすことができる内容であ

ること ◎

(5)基礎的・基本的な知識や学習技能を習得できるような工夫がなされていること。



社会の観点

1 新しい学習指導要領への対応について

（1） 「主体的・対話的で深い学び」の実現

「主体的・対話的で深い学び]の実現に向けた授業展開がしやすく、言語活動や体験活動を

取り入れた学習活動が充実できるよう､工夫されているか。

． （2）学習基盤の育成及び教科等横断的な視点

言語能力、情報活用能力、問題発見・解決能力等の学習の基盤どなる資質・能力や現代的な

諸課題に対応して求められる資質・能力を教科等横断的な視点に基づいて育まれるよう工夫さ

れているか。

、 （3）教科の目標への適合

学習指導要領社会科の目標に照らし、内容が適切に取り上げられているか。 ．

、

【社会科の目標】 、
社会的な見方・考え方を働かせ、課題を追究したり解決したりする活動を通して、グロー

バル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の形成者に必要な公民と

しての資質・能力の基礎を次のとおり育成することを目指す。

(1)地域や我が国の国土の地理的環境、現代社会の仕組みや働き、地域や我が国の歴史や伝

統と文化を通して社会生活について理解するとともに、様々な資料や調査活動を通して情
報を適切に調べまとめる技能を身に付けるようにする。

(2)社会的事象の特色や相互の関連、意味を多角的に考えたり、社会に見られる課題を把握

して、その解決に向けて社会への関わり方を選択・判断したりする力、考えたことや選択・

判断したことを適切に表現する力を養う。

(3)社会的事象について、 よりよい社会を考え主体的に問題解決しようとする態度を養うと

ともに、多角的な思考や理解を通して、地域社会に対する誇りと愛情、地域社会の一員と
しての自覚、我が国の国土と歴史に対する愛情、我が国の将来を担う国民としての自覚、

世界の国々‘の人々と共に生きていくことの大切さについての自覚などを養う。

2 内容について

（1）市の教育施策への適合

千葉市学校教育推進計画や「わかる授業」の推進に向けた目標に照らし、内容が適切に取り上

げられているか。

（2）児童への適合 、

．内容が系統的・発展的に配列されているか。

・児童の発達の段階に応じた活字の大きさ・文字数・文章表現等がなされ、文章が平易で理解

されやすく、記述の分量は適切であるか。

（3）地域性への適合

話題や題材が地域性を考慮した内容の広がりをもったものであるか6

（4）補充的・発展的な学習

個々の児童の理解に応じ、 きめ細かな指導ができるよう配慮されているか。

3 造本等

（1）印刷・製本

活字・写真・図表等の印刷が鮮明で、表紙・装丁・紙質がよく、製本がしっかりしているか。

（2）扱いやすさ

判型、厚さ、重量等､児童が学習する上で、扱いやすいように配慮されているか。

11
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千葉市の児童が必要とする教科用図書 教科名【地図】

14

学習指導要領における各教科(地図に関わる)の目標

第3学年

（1）身近な地域や市区町村の地理的環境、地域の安全を守るための諸活動や地域の産業と消費生活の様子、

地域の様子の移り変わりについて､人々の生活との関連を踏まえて理解するとともに、調査活動、地図帳

や各種の具ｲｵ珀勺資料を通して、必要な情報を調べまとめる技能を身に付けるようにする。

第4学年

（1） 自分たちの都道府県の地理的環境の特色、地域の人々の健康と生活環境を支える働きや自然災害から地
、

域の安全を守るための諸活動､地域の伝統と文化やt蝉の発展に尽くした先人の働きなどについて、人々

の生活との関連を踏まえて理解するとともに、調査活動、地図帳や各種の具体的資料を通して、必要な情

報を調べまとめる技能を身に付けるようにする。

第5学年 ‘

我が国の国士の地理的環境の特色や産業の現状､社会の情報化と産業の関わりについて、国民生活との

関連を踏まえて理早するとともに、地図帳や地球儀、統計などの各種の基礎的資料を通して、情報を適切

に調べまとめる技能を身に付けるようにする。

第6学年

Ⅱ

（1）我が国の政治の考え方と仕組みや働き、国家及び社会の発展に大きな働きをした先人の業績や優れた文

化遺産我が国と関係の深い国の生活やグローバル化する国際社会における我が国の役割について鋤學す
､ ■

るとともに〈地図帳や地球儀、統計や年表などの各種の基礎的資料を通して、情報を適切に調べまとめる

技能を身に付けるようにする。

千葉市の児童の学力と今後の課題

｢21世紀を拓く」の小学校社会では、今年度の課題として「資料や地図帳から事実を正しく読み取り、そ

れを関連付けて考え、多面的な見方で社会事象を捉えられるようにする｡」とあり、資料や地図の活用がます

ます重要であるとされている。

‐ 「平成29年度千葉市学力状況調査結果概要」から観点別に見ると、対象である3学年、 5学年共に「技能」

が県平均を上回っており、 3学年の｢販売における他域との関わり｣、 5学年の｢日本の食料生産の特徴」に

ついては、資料から必要な情報を読み取る技能が良好である。 3学年では「地図をもとにした市の土封堺Ij用の

様子」が他の領域に比べ低い結果となった｡地図帳等を活用し、思考力を育てるような授業の工夫・改善が求

められる。調査活動や地図から得た知識を比較･関連付けて考えさせ、より鋤阜を深めさせていく必要がある。

5学年では｢知識･理解｣が県平均を下回っており《他の領域と比ﾊ砥い結果と‘なった。 「世界の大陸と主な
海洋｣ ｢日本の国土」についての理解に課題がある。 日本の国土の様子や世界の大陸と主な海洋などを調べ、

まとめていくことを通じて､概要や特色を鋤累させる必要がある。また3学年では四方位や地図記号、 5学年

では八方位、経度､緯度、世界の大陸や海洋などの知識について、地図帳等を効果的に活用し、意図的に繰り
h

返すことで習得を図ることが必要である。

求められる教科用図書の特色

（1）教育基本法及び学習指導要領に即した内容であること。

（2）正しい国土の認識を養うために、国土の全体像を明確にとらえられるような記載がされていること。

（3）地域への愛着を育むために、風土・生活・産業・伝統文化が絵記号や凡例などで豊かに表現されるな

どの工夫があること。

(4)児童が初めて手にする地図帳として､地図の成り立ちや方位や主な地図記号の理解､索引の引き方な
ど、地図の使い方に関する内容が充実していること。

（5）地名には児童が未学習な漢字が多いため、読み仮名が振ってあることや、土地の様子が立体的にとら

えにくいため、わかりやすい表尭や色遣いがされていること。

（6）県における自分たちの市及び我が国における自分たちの県の地理的位置､ '47都適荷県の名称と位置、

我が国の国土の位置、国土の構成、領土の範囲、世界の大陸と主な海洋、主な国の名称と位置などの指

導要領で扱うべき内容が網羅されていることＯ
Ｐ



地図の観点

新しい学習指導要領への対応について

(1) ｢主体的・対話的で深い学び｣の実現

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業展開がしやすく、言語活動や体験活

動を取り入れた学習活動が充実できるよう、工夫されているか。

（2）学習基盤の育成及び教科等横断的な視点

言語能力､"情報活用能力、問題発見・解決能力等の学習の基盤となる資質・能力や現代

的な諸課題に対応して求められる資質・能力を教科等横断的な視点に基づいて育まれる

よう工夫されているか。

（3）教科の目標への適合

学習指導要領社会科の目標に照らした地図帳になっているか。

1

【社会科の目標】
社会的な見方・考え方を働かせ、課題を追究したり解決したりする活動を通して、グ
ローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の形成者に必
要な公民としての資質・能力の基礎を次のとおり育成することを目指す。
(1)地域や我が国の国土の地理的環境、現代社会の仕組みや働き、地域や我が国の歴史
や伝統と文化を通して社会生活について理解するとともに､様々な資料や調査活動を
通して情報を適切に調べまとめる技能を身に付けるようにする。
(2)社会的事象の特色や相互の関連､意味を多角的に考えたり、社会に見られる課題を
把握して、その解決に向けて社会への関わり方を選択・判断したりする力、考えたこ
とや選択・判断したことを適切に表現する力を養う。

(3)社会的事象について、よりよい社会を考え主体的に問題解決しようとする態度を養
うとともに、多角的な思考や理解を通して、地域社会に対する誇りと愛情、地域社会

の一員としての自覚、我が国の国土と歴史に対する愛情、我が国の将来を担う国民と
しての自覚､世界の国々の人々と共に生きていくことの大切さについての自覚などを
養う。

2 内容について

（1）市の教育施策への適合

第2次学校教育推進計画･第5次生涯学習推進計画や平成31年度千葉市教育の課題「2

1世紀を拓く」に適合し、 「確かな学力」を育てる基礎的・基本的内容が配慮されている

か。

（2）児童への適合

千葉市学力状況調査の結果からみられる本市児童の課題解決に適合する内容となっている

か。児童の意欲的な学習や、資料活用の技能の育成に配慮されているか。 ． ．

（3）地域性への適合

地域の特色に即し､話題や題材が地域性を考盧した内容の広がりをもったものであるか。

（4）補充的・発展的な学習

児童の課題や疑問に応じて学習意欲を喚起し、 きめ細かな指導ができるよう配慮されて

いるか。

3造本等

（1）印刷・製本

印刷・色彩が鮮明で､装丁・紙質がよく、長期の使用を考慮し、製本がしっかりしているか。

（2）扱いやすさ

判型、重量、厚さ等､指導が学習する上で、扱いやすいように配慮されているか。

15 、



【地図】

／

）

16

発行者 2東京書籍 46 帝国書院

書名 新しい地図帳 楽しく学ぶ小学生の地図帳

新
し
い
学
習
指
導
要
領
へ
の
対
応

、
』

(1) 全体的にイラストや写真が多く使わ

れ児童の作業を促すキャラクターの吹

き出しがある点や､索引の引き方をまん

がを使って分かりやすく説明したり、チ

エック欄を設けたりしている点など、

｢主体的・対話的で深い学び」の実現に

向け、 よく工夫がされている。

(2) 日本と世界に関する歴史について地

理的に傭撤できるようにしている。ま

た、世界の料理、動物を写真で紹介する

など、教科等横断的な視点で活用できる

よう 、 よく工夫されている。

(3) 新たに位置づけられた「自然災害から

人々を守る活動」の単元では、 自然災害

が地図で一覧できるように工夫されて

いる ◎

(1) 「主体的。対話的で深い学び」の実現に
ノ

向けて、児童が進んで探究学習を行うこと

ができる「地図マスターへの道」では、地

図活用の技能や、位置や空間的な広がりに

気付くことで、社会的な見方・考え方を育

てることができるようよく配慮されてい

る。また各ページにQRコードがあり、よ

り資料を集めることができる点も優れて

いる。 ．

(2) 外国語活動や音楽科等、教科等横断的な

活用ができる点で適当である。

(3) 新たに位置づけられた「自然災害から

人々を守る活動」の単元で学習する内容

を、適切に扱っている。

内

容

(1) 国土の構成や国の範囲などについて、

模式図で分かりやすく説明していると共

に、固有の領土である北方領土や尖閣諸

島などについて、写真を用いて紹介して

いる 0

(2) 縮尺が分かりやすく示され、実際の距

離を児童が調べるなど、活動を促す工夫

がされている。

(3)全ての日本の世界遺産が写真付きで掲

載されたり、各地の名産品や郷土の偉人

が取り上げられたりするなど、 日本の文

化や伝統への理解を深めるよう、 よく工

夫されている。

(4) 初めて地図帳を手にする3年生を考慮

して、地図の仕組みや約束事などを学べ
D Ⅱ ,

るよう、 よく配慮されている。

(1) 国の範囲、我が国の東西南北端の図説､訳

固有の領土について適切な説明がされて

いる｡．また見開きでわかりやすく示されて

おり、 よく配慮されている。

(2) 「広く見渡す地図」編では、縮尺を各ぺ

－ジで「ものさし」 という親しみやすい表

記で統一し、実際の距離を3年生が把握し

やすくなるよう工夫がされている。

(3) ・ 首都圏を大きく取り上げており、千葉県

の周辺の様子について位置や空間的な広が

りを意識しやすし
ｊ
、
砥
▼

0 また京都、奈良、大阪と

いった大都市圏の地図も、歴史学習で学んだ

建造物や世界遺産などを確認することがで

きる点で優れている。

(4) 3年生の使用を考慮して、大きな絵入り

世界地図や、 「広く見渡す地図」編などの

工夫がある6地図帳の使い方も12ページに

わたり丁寧な説明がある点が、特に優れて

いる 0

造
本

(1) 紙面の色、フォントなどユニバーサル

デザインを意識したものになっている。

(2) 糸がかり製本や折り込みぺ一ジで破れ

にくくなる工夫がされている。また ､

光の反射をおさえた紙で、書き込みもし

やすくなっている。

(1)ユニバーサルデザインフォントの使用や

色使いの工夫、内容の整理がされており、

見やすくよく工夫されている。

(2)軽くて丈夫な紙を使用し、 4年間の使用

を考えた堅牢な製本でありながら現行地図

帳より15％軽くなっている。



《

千葉市の児童が必要とする教科用図書 教科名【算数】

ﾉ

4

ノ

１
17

学習指導要領における各教科の目標
1

数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、数学的に考える資質・能力を次のとおり育成する
? ~

ことを目指す6 I

『

』

（1） 数量や図形などについての基礎的・基本的な概念や性質などを鋤阜するとともに、 日常の事象を数

理的に処理する技能を身に付けるようにする。 ′

（2） 日常の事象を数理的に捉え見通しをもち筋道立てて考察する力、基礎的・基本的な数量を図形の性

質などを見いだし統合的・発騨勺に考察する力､数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表

したり目的に応じて柔軟に表したりする力を養う。

（3） 数学的活動の楽しさや数学のよさに気付き、学習を振り返ってよりよく問錘鞍しようとする態度、

_算数で学んだことを生活や学習に活用しようとする態度を養う。
､

千葉市の児童の学力と今後の課題

千葉市教育委員会 ｢平成29年度千葉市学力状況調査報告雪より、 次のような結果が報告されている。

小学校3年生においては､観点別においてはべての観点で目標通過率を下回っているが、 「技能｣以外は県

平均を上回っている。 5年生においては､全観点において目標通過率を下回っているが県平均との比較では

｢関心･意欲･態度」が下回っている。領域別では乗法』制宗法を用いた適用問題に課題があり、演算の意味

鋤阜から計算の習熟へとつなげる学習過程の工夫が必要である。またぐ道のりの加減計算､工夫して面積や

体積を求めることや図形の性質を用いて筋道立てて説明すること等に課題があり、計算の意味理解を深めた
0 －

り図形や立体を具体的に操作したりする数詳勺活動を多く取り入れて郵阜を深めることが必要である。

このような状況から、A「数と計算」領域では､数学的活動を通して計算の意味を考察し郵皐させたい。

また数とその計算を生活や学習に活用しようとする態度を育むことが必要である。B「図形」領域では操作

活動を通して筋道立てて説明する活動を十分行うとともに、面積・体積の計算による求め方を考察する活動

を行う必要がある。C「測定]領域では量の概念を身に付け測定方法を日常生活に生力すことが必要である。

C「変化と関係」領域では伴って変わる二つの数量の関係に着目しその特徴を基に問題を解決する過程を大

切にしていきたいD「データの活用」領域では統言伯勺探究プロセス大切にし、統計データの特徴を読み取

り判断する力をつけていく必要がある。

求められる教科用図書の特色

（1） 教育基本法及び新学習指導要領に即した内容であること。

（2） 数学的知識・技能を確実に身に付けるために、児童の発達に即した操作活動が閏階的に取り入れら

れ、習熟を図ることのできるよう工夫されていること。

（3） 思考力・判断力・表現力を育むために、学びのプロセスや学び方が明示され、主体的に問題解決に

取り組むことができるよう工夫されていること。

（4） 言語活動を大切にし、ノートなどを含め表現力を高めていけるような工夫がなされていること。

（5） 学んだことを日常生活や学習に生かし算数のよさや有用性を実感できるよう工夫されていること。

（6） 数学的な見方・考え方を働かせながら対話的な学びを行うことのできるよう工夫されていること。
g

（7） 数学的活動の充実を図り、深い学びの実現を目指ずために様々な工夫がなされていること。

（8） ．領域の再編成、プログラミング的思考への適切な対応がなされていること。

（9） 活用や習熟つまずきへの対応等、児童の求めに応じて必要かつ十分な配慮・量であること6



〆

算数の観点

1新しい学習指導要領への対応について

（1） 「主体的・対話的で深い学び」の実現

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業展開がしやすく、言語活動や体験活動を取

り入れた学習活動が充実できるよう、工夫されているか。

（2）学習基盤の育成及び教科等横断的な視点

言語能力、情報活用能力、問題発見9解決能力等の学習の基盤となる資質・能力や現代的な

諸課題に対応して求められる資質・能力を教科横断的な視点に基づいて育まれるよう工夫され

ているか。

（3）教科の目標への適合

学習指導要領算数科の目標に照らし、内容が適切に取り上げられているか。

【算数科の目標】

数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、数学的に考える資質・能力を次のとおり

育成することを目指す。

（1） 数量や図形などについての基礎的・基本的な概念や性質などを理解するとともに、 日常の

事象を数理的に処理する技能を身に付けるようにする。

（2） 日常の事象を数理的に捉え見通しをもち筋道立てて考察する力、基礎的・基本的な数量や

図形の性質などを見いだし統合的.発展的に考察する力､数学的な表現を用いて事象を簡潔．
明瞭・的確に表Lたり目的に応じて柔軟に表したりする力を養う。

（3） 数学的活動の楽しさや数学のよさに気付き、学習を振り返ってよりよく問題解決しようと

する態度、算数で学んだことを生活や学習に活用しようとする態度を養う。

2内容について

（1）市の教育施策への適合

市の教育施策に適合し、基礎・基本の確実な定着や、 自ら学び考える力を育む配慮がされてい

るか。

（2）児童への適合

・ 内容が系統的・発展的に配列されているか。

・児童の発達の段階に応じた活字の大きさ･文字数・文章表現がなされ、文章が平易で理解され

やすく、記述の分量は適切であるか。

・ 書体・配色等において、ユニバーサルデザインに配慮されたものであるか。

（3）地域性人の適合

話題や題材が地域性を考慮した内容の広がりをもったものであるか。

（4）補充的・発展的な学習

個々の児童の理解に応じ、きめ細かな指導ができるよう配慮されているか。 ‐

3造本等

（1）印刷・製本

活字・写真・図表等の印刷が鮮明で、表紙・装丁・紙質がよく、製本がしっかりしているか。

（2）扱いやすさ

版型、厚さ、重量等、児童が学習する上で、扱いやすいように配慮されているか。

I

I

18



【算数科 】

二

19

発行者 2東京書籍
9

4大日本図書

書名 新しい算数 たのしい算数

新
し
い
学
習
指
導
要
領
へ
の
対
応

(1) 「学びのとびら」で数学的活動を基にした学

び方が示され､単元導入時には対話重視とな

る活動が設定されている。主体的・対話的な

問題解決の過程を可視化した｢今日の深い学

び」を設定し､深い学びを通して数学的に考

える資質･能力を高められるよう、よく工夫

されている。

(2) 単元の導入では､児童が興味をもって解決

したくなる題材を取り上げ､問題解決する力

を高めるよう工夫されている。 「算数で読み

とこう」では、 日常の事象や教科等横断的、
4

現代的な教育課題を適宜扱い､情報活用能力

等を育むよう工夫されている。

(3) 問題解決の過程をわかりやすく示したり、

自力で既習内容を確かめる「ふりかえりコー

ナー｣や数学的な見方･考え方を振り返る「 "つ

ないでいこう算数の目」を設定したりするな

ど､算数科の目標を達成するために必要な内

容が適切に取り上げられている。

(1) 「算数まなびナビ」で学びの方法やノー

ﾄの書き方が例示されるなど、児童が主体的

に取り組み、対話を通して学びを深めるよう

工夫されている。測定活動や図形の構成・観

察の活動を充実させるなど、主体的に数学的
〃

活動に取り組めるよう工夫されている。

(2) 課題提示の場面を丁寧に扱い、問題解決の

能力を系統的に育てるよう工夫されている｡教

科等横断的な視点から､他教科に関連する内容

や統計資料を扱い､関連していることをマーク

で明示することで､学んだことを他教科で活用

’できるよう工夫されている。

(3) 問題解決の学習の流れを示したり、前学年

までの学習内容をまとめた「○学年までのま

とめ」や、数学的な見方・考え方を明示した

｢ひらめきアイテム」を設定したりするなど、

算数科の目標を達成するために必要な内容が

適切に取り上げられている｡

内
容
§

(1) 考力・判断力・表現力等を伸ばすための
式

学習活動を積極的に取り入れて構成されてお

り、市の教育施策に適合している。

(2)復習のページが充実しており、既習内容の理

解を継続的に確認できる。幼保小及び小中の

円滑な接続のために､学習のしやすさや安心

感をもたせる工夫がよくされている。

(3)基礎的・基本的な学習の定着のための補充

問題と、発展的な問題が配置され、学級や個

,の実態に応じて学習ができるよう配置されて

いる 0 ．

(1) 思考力・判断力？表現力、活用力を伸ばす

ために、長文や統計資

が盛り込まれており、

ている｡

料
市
を使った特設問題等

の教育施策に適合し

(2) 前後の学年との学習のつながりを掲載し､学

びの系統がわかりやすくなっている。幼保小及

び小中連携ページを設け､新しい環境への橋渡

しができるよう工夫されている。

(3) 学習内容を家庭や地域など､身の回りの事象

と結び付け、関連を意識できるよう工夫されて

いる｡

(4) 毎時間の適用問題とともに､単元ごとに補充

問題､発展的な問題が配置され､個々の習熟に

応じた学習に対応できるよう､、よく配慮されて

いる 0 ，

造
本

(1)活字・図表等が鮮明で、明るく柔らかい

配色であり、紙質が良く、製本も適切である。

QRコードが掲載され、デジタル教材を閲覧

できるようになっている。

(2) 6年以外は上下巻があり、 6年は合本とな

っている。 1年上巻のみA4判で、重さ等

扱いやすさに配慮されている。

､

(1) 活字・図表等が鮮明で、温かな色調であり、

紙室がよく、製本も適切である。QRコードが

掲載され､デジタル教材を閲覧できるようにな

っている。

(2) 1年から6年までのすべての学年で､合本と

なっている。重さ等、扱いやすさによく配盧さ

れている。



【算数科】

一

？

､

20

発行者

r

ll 学校図書 17教育出版

書名 みんなと学ぶ小学校算数、 小学算数

新
し
い
学
習
指
導
要
領
へ
の
対
応

(1) 課題の把握のためにイラストを用いたり、

主体性や対話を促すガイドを示したりし、深

い学びにつなげる工夫がされている。低学年

から児童自らが課題を絵や図、式で表すこと

を重視した上で、話し合いによって考えを説

明する場が多く設定されている。

(2) 系統的に論理的思考力を育むようにした

り、統計領域の学習を「整理｣、 「活用」に分け

て情報活用能力を効果的に育成できるよう配

慮したりして､現代的な諸課題に対応できるよ

う工夫されている。他教科の題材を取り入れ、

他教科との関連を図れるよう工夫されている。

(3) 既習内容を振り返る「ふりかえろうつなげ

よう」や数学的な見方･考え方を示した9つの

｢モンスター｣、学習内容を活用する「生活に

‘いかす．深めよう」を設定するなど、算数科の

目標を達成するために必要な内容が適切に取

り上げられている。

(1) 問題発見や解決の過程で子どもの問いが連

続するように構成され、主体的・対話的で深ﾔ沖
Q

学びが実現するようによく工夫されている。

- ｢算数で使いたい考え方」を示し、授業で使い

たい言葉を学級で共有できるようにし､話し合

” いに生かせるよう、よく工夫がされている。

(2) 「学びの手引き」で、数学的な考え方を引き

出す言葉を整理し､言語能力を育むことができ

るよう工夫されている。単元の導入では、身近

な題材や現代的な諸課題を取り入れ､教科等横
町

断的な視点から児童が目的意識をもって学習

に臨めるよう工夫されている。

(3)既習内容を振り返る「学びの貢ツプ｣、領域

ごとの数学的な見方を示した「算数のミカタ｣、

算数を使って日常の問題を解決する「学んだこ

とを使おう」を設定するなど、算数科の目標を

達成するため必要な内容が適当に取り上げられ
ている ○

、

や

内
容

(1)主体的・対話的で深い学びを実現するため

日常生活から問題を発見し、解決する過程を

重視した内容構成になっており、市の教育施

策に適合し適切である。

(2) 発達の段階に応じ、系統的に図を使って学

習ができるようにしている。 1年では入門期

を設け、 6年では中学校の学習内容に触れる

など、幼保小及び小中の接続が円滑に進むよ

う工夫されている。

(3) 実生活の関連や地域性のある題材を取り上

げ、児童が興味・関心をもって学習できるよ

う工夫されている。

(4) 補充問題や応用的・発展的な問題が配置さ

れ、習熟度に対応した学習ができるよう配慮

されている。

(1)数学的思考や言語能力を育てるため、
壺
叩

二
一
口

活動を積極的に取り入れた内容構成となって：

おり、市の教育施策に適合し適当である。

(2) 既習内容から新しい内容の見通しを持たせ

ている。 1年では児童の気付きを重視し、 6年

では中学数学を体験して､幼保小及び小中の接

続・連携が円滑に進むよう工夫されている。

(3) 身近な題材を用いることで、日常の事象に対

して、目的意識をもって学習できるようよく工
①

夫されている。
、

(4) 補充・発展問題が配置され、つまずきや習熟

度に応じて学習できるよう配慮されている。

造
本

(1) 活字・図表等が鮮明で、 目に優しい色調で

あり、紙質がよく製本も適切である。QRコ

ードが掲載され、デジタル教材を閲覧できる

ようになっている。

(2) 6年以外は上下巻があり、 6年は合本とな

っている。 B5判より横幅が長く、重さ等、

扱いやすさに配慮されている。
U ~

(1) 活字・図等が鮮明で、配色は柔らかく目に優

しい。紙質がよく、製本も適当である。QR．

－ドが掲載され､デジタル教材を閲覧できるよ

うになっている。

(2) 2．3．4年は上下巻があり、 1 ． 5．6年

は合本となっている。重さ等、扱いやすさに配

慮されている。



I
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発行者 61 啓林館 116 日本文教出版

書名 わくわく算数 小学算数

新
し
い
学
習
指
導
要
領
へ
の
対
応

(1) 「わくわく算数ノート」でノートの書き方の

モデルが示され、単元導入時の「じゆんび」で

は､課題意識や見通しをもって主体的に学習で

きるようよく工夫されている。考えの根拠を説

‐ 明する言語活動が系統的に設定され､対話的な

学びができるよう、よく工夫されている。

(2) 「わくわく算数ひろぱ」で、 日常の事象や教

科等横断的な内容を適宜扱い〈統計定期な問題

解決のプロセスに触れて学習できるようにし

ている。系統的に問題発見・解決能力を育成し

たり、様々な題材を扱ったりするなど、現代的

な諸課題に対応できるよう工夫されている。

(3) 問題解決のために、数、式、図、表グラ

フ等を用いて表現力を高めながら思考力を育

む「学びをふかめよう｣、学習した内容を日常

生活や学習に活用し、算数の有用性を感じる

ことのできる「学びをいかそう」を設定する

など、算数科の目標を達成するために必要な

、 内容が適宜取り上げられている点が特に優れ

ている。
咄

(1) 「学び方ガイド」や「算数で使いたい言葉．

考え方」を示し、主体的・対話的で深い学び

と数学的な表現力を育てる工夫がされてい

る。単元後半に「ハロー！算数」を位置付け、

習得した知識及び技能を用いて数学的活動に

取り組めるようよく工夫されている。

(2) 「活用」や「算数アドベンチャー」で教科等

横断的な内容を適宜扱い、問題発見・解決能

力が育まれるよう工夫されている。統計領域

の学習では、題材を工夫し、情報を分類・整

理し、活用することのよさを実感できるよう

工夫されている。

(3)問題解決の学習過程を示したり、既習内容
を確かめる「次の学習のために」や習得した

知識及び技能を活用して数学的活動に取り組

む課題を設定したりするなど､’算数科の目標

を達成するために必要な内容が適当に取り上

げられている。

内
容

(1) 主体的な学習を実現するために､すべての時

間にめあてを例示し､児童の考えや気付きを促

す構成になっており、市の教育施策に適合して

おり適切である。

(2) 問題理解を促す関係図を各学年で一貫して

扱っている点は特に優れている。 1年では幼少

期の体験を重視した内容を扱い､ ‘6年では中学
校への接続が円滑に行われるよう、よく工夫さ

れている。

(3) 身近な題材を取り扱うことで､児童が算数の

有用性や日常生活との関わりを考えられるよ

う工夫されている。

(4) 基礎的･基本的な学習内容の定着を図る補充

問題、発展的な問題が適切に配置され、習熟度

に応じて授業展開できるよう配慮されている。

(1) 学び合いを通して多様な考え方が身に付く

よう､ ｢学び方」を参照できるシートを設けて

おり、市の教育施策に適合している。
1

(2) 基礎・基本を定着させるための内容が工夫

されている。幼保小及び小中連携への対応に

よって、児童の不安を解消し、円滑な接続が

できるよう、よく工夫されている。

(3) 特定の地域に偏ることがないよう．に配盧さ

れており、 日常生活での経験を取り上げるよ

う工夫されている。

(4) 基礎的・基本的な補充問題、発展的な問題

が適切に配置され、個に応じて難易度を選択

‘して学習ができるよう配慮されている。

造
本

(1) 活字・図等が鮮明で、配色は柔らかい配色で

あり、紙質がよく、製本も適切である。QRコ

ードが掲載され､デジタル教材を閲覧できるよ

うになっており、内容が優れている。

(2) 2． 3 ．4年は上下巻があり、 1 ． 5 ． 6
年は合本となっている。重さ等、扱いやすさ

に配慮されている。

4

(1) 活字・図表等が鮮明で、明るく目に優しい

色調であり、紙質が良く、製本も適切である。

ホームページ上からデジタル教材を閲覧でき

る 0

(2) 6年以外は上下巻があり、6年は合本とな

っている。重さ等、扱いやすさに配慮されて

いる 0

盃、
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学習指導要領における各教科の目標
p

自然に親しみ、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験を行うことなどを通して、自然
の事物・現象についての問題を科学的に解決するために必要な資質･能力を次のとおり育成することを目指
す6

(1)自然の事物・現象についての郵阜を図り、観察、実験などに関する基本的な技能を身に付けるようにす
る。 ．

(2)観察、実験などを行い、問是醜阜決の力を養う。
(3) 自然を愛する心情や主I軸勺に問識串決しようとする態度を養う。
く各区分の特性と目標＞
○身近な自然の事物・現象の中には、時間、空間の尺度の小さい範囲内で直接実験を行うことにより、対
象の特徴や変化に伴う現象や働きを､何度も人為的に再現させて調べることができやすいとい､う特性をも
つているものがある｡このような特性をもった対象に主体的、計画的に操作や制御を通して働きかけ、追
究することにより、対象の性質や働き、規貝H生などについての考えを構築することができるようにする。
○自然の事物・現象の中には､生物のように環境との関わりの中で生命現象を維持していたり、地層や天
体などのように時間、空間の尺度が大きいという特性をもったりしているものがある。このような特性を

もった対象に主体的､計酢勺に識惑覚を通して働きかけ、追究することにより、対象の成長や働き、環境
との関わりなどについての考えを構築することができるようにする。

千葉市の児童の学力と今後の課題
､

0

』

平成29年実施の学力調査における千葉市川学3年生の平均正答率は81.7％であり､県平均正答率の81.5％．

を0.2ポイント上回るものの､ 目標通過率の84.0％を2.3ポイント下回った。また、千葉市ﾝl､学5年生では

､平均正碧率が78.9％であり、県平均正碆率の78.9％と同じ値であったものの、 目標通過率の81.4%を2.5

ポイント下回った。観点別正答率に目を向けると、 3年生では「知識･理解」 「科学的な思考･表現」の観点

で､ 5年生では「関心・意欲・態度」 「知識・理解」 「科学的な思考・表現Jの3つの観点で県平均を下回つ

､ている。f勵弗I正答率では、 3年生では「物質の領或で、 5年生は「エネルギー」 「生命」のf節或で県平均

を下回っている。これらのﾎ課を受け､ ｢平成29年度千葉市学力状況調雪課概要(小銅板） 」では、
,

改善

の課題を「目的意識を持たせた観察・実験、根拠をもとにした思考力・表現力の育成」とし、次の4点を具

体的方策として挙げている。①継続的に観察させたり事実を繰り返し体験させたりすること。②様々な資料

やデータをもとにして結果や原因を類推させること。③器具の操作羽|頂等の技能の習熟を図ること。④学ん

だことを実生活に闘至付けること 0

求められる教科用図書の特色
少

1 、

1教育基本法及び学習挿專要領に即した内容であること。
0

2主体的に自然の認勿･現象に関わっていけるように､単元の内容詞篝成､系統性が工夫されていること。
＃

3問識累決の過程を大切にし､観察や実験結果をもとに考察等ができるように工夫されていること

4機器の操作手順が分かりやすく表され、技能が確実に習得できるよう工夫されていること。

0

5実社会･実生活との関連を重視し､理科を学ぶことの意義や有用性を実感しできるよう工夫されている

こと 0
fI d

6写真や図の内容が適切かつ鮮明で、効果的に配置されていること

、
L

0



理科の観点

1 新しい学習指導要領への対応について

（1） 「主体的・対話的で深い学び」の実現

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業展開がしやすく、言語活動や体験活動を

取り入れた学習活動が充実できるよう、工夫されているか。

（2）学習基盤の育成及び教科等横断的な視点

言語能力、情報活用能力、問題発見・解決能力等の学習の基盤となる資質&能力や現代的な

諸課題に対応して求められる資質・能力を教科等横断的な視点に基づいて育まれるよう工夫

されているか｡

（3）教科の目標への適合

学習指導要領理科の目標に照らし、内容が適切に取り上げられているか。

【理科の目標】

自然に親しみ、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験を行うことな

どを通して､自然の事物･現象についての問題を科学的に解決するために必要な資質･能
力を次のとおり育成することを目指す。

(1) 自然の事物・現象についての理解を図り、観察、実験などに関する基本的な技能を身

に付けるようにする。

(2)観察、実験などを行い、問題解決の力を養うﾉ。

(3)自然を愛する心情や主体的に問題解決しようとする態度を養う。

2 内容について

‐ （1）市の教育施策への適合

第2次千葉市学校教育推進計画の指針に照らし、内容が適切に取り上げられているか。

（2）児童への適合

・内容が系統的・発展的に配列されているか。

・児童の発達の段階に応じた活字の大きさ・文字数・文章表現等がなされ、文章が平易で理

解されやすく、記述の分量は適切であるか。

（3）地域性への適合

話題や題材が地域性を考慮した内容の‘広がりをもったものであるか。

（4）補充的･発展的な学習

個々の児童の理解に応じ、 きめ細かな指導ができるよう配慮されているか。

イ

3造本等

（1）印刷・製本
1

活字・写真・図表等の印刷が鮮明で、表紙・装丁・紙質がよく、製本がしっかりしているか。

（2）扱いやすさ

判型、厚さ、重量等、児童が学習する上で、扱いやすいように配慮されているか。

9

23
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発行者 2東京書籍 4大日本図書

書名 ‘新しい理科 たのしい理科

新
し
い
学
習
指
導
要
領
へ
の
対
応

(1)構成では、問題から実験方法までを見開

ー

きで提示し、結果・考察．まとめを次ペー

ジに構成するなどして、自分の考えをもち、

明確にしたうえで対話を行えるよう工夫さ

れている。また、対話を通して学びが深ま

るよう工夫されている。

(2)他教科との関連する場面において、具体

的に教科名を挙げて表現することで、他教

科とのつながりが感じられるように､

工夫されている。、

よく

(3)理科の目標や2つの内容区分に照らし、

内容が適切に取り上げられている。

(1)意見交換したり、根拠を基に議論したりし

て、自分の考えを妥当なものにする場を多く
、

設け、対話を通して学びが深まるようよく工

夫されている。

(2)算数の知識を用いて結果をまとめる場面

において、算数の学習を具体的に表現して説

明することで解決の方法をわかりやすく示

している。

(3)理科の目標や2つの内容区分に照らし､内

容が適切に取り上げられている｡

内
容

(1) どの単元においても導入を重視してお

り、児童が写真等を比較して疑問をもち、

主体的な学びとなるような工夫が特に優れ

ている 0 ，

(2)各学年、領域ごとにテーマが設けられて

おり、既習内容を用いて総合的に考えられ

るよう配慮されている。 「学びをつなごう」

では､既習の知識や経験を呼び起こしたり､

つなげて体系的にまとめたりする工夫がさ

れている。 、

(3)特色ある土地の様子について、本県や近

隣地域の写真が多く掲載され､､身近な環境

へと意識が広がるよう工夫されている。

(4)単元末では、学習の定着が図れるよう、

よく工夫されている。また、 「活用」の力

を育成できる構成となっている。

(1)すべての単元で「問題解決の活動」に基づ

いた構成になっており、思考力、判断力、

表現力等の育成において特に優れている6

(2)既習内容や生活経験を振り返るコーナー

′を設け、系統的に学習を進めることができ

るようよく配慮されている。

(3) 本県の季節の移り変わりや土地の様子が

多く掲載され、身近な学習として広げられ

るようよく工夫されている。

(4) 単元末では、 これまで学んできた知識と

身近な生活との関わりを考える問題が取り

上げられている。また、単元で学んだこと

を、自らの言葉で説明できるよう、 「深い

学び」につながる学習活動や資料が適切に

取り上げられている。

造
本

(1)色覚バリアフリーに配慮した配色であ

る。判型は、紙面が広くみやすいAB判。

QRコー.ドがついている。

(2)年間の学習の見通しをもたせるため、全

学年とも1冊としている。

(1) カラーユニバーサルデザインに配慮し、

ユニバーサルデザインフォントを採用して

いる。QRコードがついている。
l

(2) 判型はAB判。全学年とも1冊の合本で

ある ◎
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発行者 11 ・学校図書 17 教育出版

書名 みんなと学ぶ小学校理科 未来をひらく小学校理科~

新
し
い
学
習
指
導
要
領
へ
の
対
応

(1) 自分とは異なる意見、違う視点で考えた

り表現したりする場を多く設け、考えが深

まるようよく工夫されている。

(2)歴史上の人物の言葉や考え方を取り上げ
1

ることで、歴史上の人物と科学とのっなが

りを感じられるようよく工夫されている。

(3)理科の目標や2つの内容区分に照らし、

内容が適切に取り上げられている。

(1)単元ごとに主人公となるキャラクターを

設定し、その主人公が友達とかかわりながら

問題を解決していく姿を例示し、主体的な学

びになるようよく工夫されている。

(2)新聞の記事やニュースなどを取り上げ、社
I

会的事象の要因を科学的に追究していける

よう配慮されている。

(3)理科の目標や2つの内容区分に照らし、内
【 旬

容が適切に取り上げられている。

内
容

(1)単元ごとに働かせる 「見方・考え方」が

明示しており、 どのように問題解決を進め

ていけばよいかわかりやすいように、 よく

工夫されている。

(2)A･B区分の関連やつながりが考慮さ

れく発達段階に応じた学びを重視した構成

になっている。

(3)特色ある土地や川の下流の様子につい
f

て、本県の写真資料が掲載され、地域環境
L L

の意識が広がるよう工夫されている。

(4)単元末には学習の定着が図れるよう工

夫されている。またぐ活用問題も取り上げ、

より確かな知識の定着が図れるように工夫

されている。 、 ．
タ

(1)それぞれの学習において基本的な理科用
1

4

語を明示し、単元末にまとめがあり、基礎．

基本的な知識の習得に重きをおいている｡

(2)単元ごとに学習の系統や活用したい既習

内容を示し、学習が進めやすくなるようよく

配慮されている。

(3)特色ある土地の様子について､本件の写真

資料が掲載されていたり、本県で発掘された
~

､古代ハスが紹介されたりしている。

(4)単元末では、学習したことを身近な現象に

あてはめて考える発展的な内容が取り上げ

られている。また、学習の定着や確認ができ

るようよく工夫されている。

造

本

(1) カラーユニバーサルデザインに配慮し
ロ

ている。QRコードがついている。

(2)判型はAB判。全学年とも1冊の合本で

ある
、 ‐

○

(1)カラーユニバーサルデザインに配慮し、ユ

ニバーサルデザインフォントを採用してい

る。QRコードがついている。

(2)判型はAB判より縦が長めに作られてい

るA4判。全学年とも1冊の合本である。



【 理一科 】
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発行者 26信州教育出版 61 啓林館

書名 楽しい理科 わくわく理科

新
し
い
学
習
指
導
要
領
へ
の
対
応

(1)既習事項や生活経験を呼び起こす前文や

写真等を提示することで、児童自らが問題

を見出し、主体的な学びになるような活動

につなげ、主体的で深い学びになるよう工

夫されている ０

(2)結果をまとめる場面において、表や'グラ

フを使って表現することの良さがわかるよ

う示されている。

(3)理科の目標や2つの内容区分に照らし、

内容が適切に取り上げられてらし、内容が

適切に取り上げられている。

(1)終末で分かったことから新しい問題を見

出す場を設けることで、次時への活動につ
B

なげ、主体的で深い学びになるよう工夫さ

れている。

(2)結果の分析をする場面において､算数と

のつながりが感じられるよう、 「算数のま

ど」を巻末に取り入れ､分析の方法の詳細
Ｉ

を明記している。

(3)理科の目標や2つの内容区分に照らし、

内容が適切に取り上げられている。

内

容

(1) . ｢しりょう」や｢やってみよう」が充実

しており､学習活動の質を高めながら学習

サイクルの確立を図ることができるよう、
L 〆

よく工夫されている。
』

(2)季節や生物の生活などを考慮して単元

を配列し、単元のはじめに既習内容を振り

返るコーナーを設けている。

(3)写真資料は長野県のものがほとんどだ

が、土地の様子について本県のものが紹介

されている。

(4)単元末では、図・グラフ・表などを用い

て単元で学習した内容がふり返られるよう

に工夫されている。また、 ｢やってみよう」

では､発展的な実験が紹介されている。

(1)巻末資料が充実しており、実験・観察等

の技能や表現力の向上ができるように工夫

されている。

(2)既習内容や生活経験を随所に示し、理科

の見方・考え方を学びやすいようよく配慮

されている。

(3)特色ある土地の様子について、本県の写
q i －

真資料が紹介されている。また、本県の環
g

境保全のはたらきも紹介され、地域環境の

意識が広がるよう工夫されている 0

(4)単元末では、学習内容の確実な定着を図

れるよう基礎的・基本的な問題が取り上げ

られている。また、学んだことを活用して

身近な物事を科学的な視点で考えられるよ

う工夫されている。

造
本

(1)カラーユニバーサルデザインへの配慮

や、人権意識を高めるよう配慮してある。

QRコードがついている。

(2)判型はAB判（ワイド判）であり 、 紙面

にゆとりがある。全学年1冊の合本である。

(1)ユニバーサルデザインフォントを採用

し、内容が伝わりやすい配色・デザインを

用いている。QRコードがついている。
〃 0

(2)判型はA｡B判。全学年とも1冊の合本で

ある ○
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1

学習指導要領にお
t や

ける各教科の目標

具体的な活動や体験を通して、身近な生活に関わる見方・考え方を生かし、 自立し生活を豊かにしていく

ための資質・能力を次のとおり育成することを目指すも

（1） 活動や体験の過程において、自分自身、身近な人々、社会及び自然の特徴やよさ、それらの関わり等

に気付くとともに、牛活卜必要な習慣や技能を身に付けるようにする。

（2） 身近な人々、社会及び自然を自分との関わりで捉え、 自分自身や自分の生活について考え、表現する

ことができるようにする。

（3） 身近な人々、社会及び自然に自ら働きかけ､意欲や自信をもって学んだり生活を豊かにしたりしよう

とする態度を養う。 I

』

千葉市の児童の学力と今後の課題
、

生活科で求められる資質･能力は、 “身近な生活に関わる見方･考え方'を生かして、自立し生活を豊かに

していくための力「知識‘技能」 「思考・判断･表現l 「学びに向かう力・人間性等」である。その能力を育
Ⅱ

成するためには．自分の思いや願いをもち、具体的な活動や体験と、感じたり考えたりしたことの表現を繰

り返し行うことで、気づきの質を高めていくことが大切である。具体的には

1 「知識及び技能の基礎｣ ､6･･具体的な活動や体験を通して獲得する、社会事象、 自然事象、 自分自身に関

する個別の気づきや関係的な気づきや、生活上必要な習慣や技能を身に付けるようにする。

2 「思考力・判断力・表現力の基礎」…対象に直接働きかけ、比較・分類・関連付け・視点をかえるなど

して違いに気付いたり良さを生かしたりする。また、試したり、見立てたり、予測したり、見通しをも

ったりして創り出したり、伝えたり、交流したり、振り返ったりして表現する力をつけるようにする。

3 「学びに向かう力・人間性等」…身近な人々、社会及び自然に自ら働きかけ、意欲や自信をもって学ん

だり、集団や社会の一員として適切に行動しようとしたり､生活を豊かにしようとしたりしようとする

頑宴を養うこと、が必要である6

幼児教育で培った経験を小学校教育の学びに円滑につなげ、気づきの質を高めること､主体的な学びへと

つながる導入と表現活動を工夫することが、今後の課誼となっている。

求められる教科用図書の特色

(1)新学習指導要領の趣旨を踏まえていること。

(2) 2年間を髄↓/て、 9つの内容が適切に配当されていること。
(3)児童が自分自身、身近な人々、社会及び自然環境と進んで関わり、生活上必要な習慣や技能を身に付け

られるような工夫があること。 （写真･イラスト)

(4)試行錯誤や体験と表現を繰り返すことで学びを振り返り、気付きの質を高めるような工夫があること。

（活動内容）

(5)子ども自身が思い｣く獺いをもち、それを実現するために意欲と自信をもって行動し、生活を豊かにしよ

うとする態度を養うような工夫があること。 （写真・資料．振り返り）

(6)幼児期の遊びを通した総合的な学びから自覚的な学びへと円滑に移行できるような工夫があること。 （ス

タートカリキュラム・他教科への関連）

(7)千葉市の課題を解決するような工夫があること。 （思いや願いをもつことができる導入､家庭や地域との

つながりのある内容、充実した体験活動・言語活動9表現活動）



生活科の観点

新しい学習指導要領への対応

（1） 「主体的・対話的で深い学び｣の実現

児童の思いや願いを実現する体験活動を充実させるとともに、その体験活動と表現活

動とが相互に繰り返され、新たな気づきを生み出すように工夫されているか。

（2）学習基盤の育成及び教科等横断的な視点

児童が自立し生活を豊かにしていくために、生活科の学びを実生活に生かせるような

家庭・地域との連携等の工夫がされているか。 ！ ‐

生活科を中心に〈各教科等と関連し、低学年教育全体の充実を図り、幼児教育や中学

年以降の教育に円滑に移行できるように工夫されているか。

（3）教科の目標への適合

1

【生活科の目標】 ‐

具体的な活動や体験を通して、身近な生活に関わる見方・考え方を生かし、 自立し生活

を豊かにしていくための資質・能力を次のとおり育成することを目指す｡ ．

(1） 活動や体験の過程において、 自分自身、身近な人々、社会及び自然の特徴やよさ、

それらの関わり等に気付くとともに、生活上必要な習慣や技能を身に付けるようにす

る。

(2） 身近な人々、社会及び自然を自分との関わりで捉え、 自分自身や自分の生活につい

て考え、表現することができるようにする。

(3） 身近な人々、社会及び自然に自ら働きかけ、意欲や自信をもって学んだり生活を豊

かにしたりしようとする態度を養う。

I

2 内容について

（1）本市の教育施策への適合

. T本市のわかる授業の推進に向けた課題」の中で、生活科の課題は、 「幼児教育とのつ

ながり」 「主体的な学び」 「気づきの質を高める指導の工夫」と示されている点をふまえ、

幼児教育との接続が工夫されているか。伝え合い表現をする場面が設けられているか。

（2）児童への適合

． ， 自分の思いや願い、気づいたこと､伝えたいことなどを、わかりやすく表す豊かな言

語活動や多様な表現活動が工夫されているか。

・ 自分のよさや可能性や成長に気づくような振り返りや、 自信をもち、 自己肯定感、 自

己有能感をもてるような認め合いの場が設定されているか。

（3）地域性への適合

・ 学校や地域の実情に応じた多様な活動につながるような、地域の特性を反映できるよ

うな内容になっているか。

（4）補充的．発展的な学習

・ 個々の児童の理解に応じ、詳しい方法を調べたり、発展的な内容に挑戦したりするよ

うなページも構成されているか｡ ‐

3造本等

（1）印刷・製本

・ 文字の大きさ、.書体、行間が適切で、印刷が鮮明であり、表紙．紙質．装丁がよく、

‐ 製本がしっかりしているか。

（2）扱いやすさ

‘ 判型、厚さ、重量等、児童が学習する上で、扱いやすいように配慮されているか。

‘ 28



【 生活科 】
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発行者 2 東京書籍 4 大日本図書

書名
どきどきわくわくあたらしいせいかつ上

あしたへジャンプ新しい生活 下

たのしいせいかつ上なかよし

たのしいせいかつ下はつけん

新
し
い
学
習
指
導
要
領
へ
の
対
・
応

(1)上下巻を通じて挿絵のキャラクターを

用いて深い学びの姿が例示されており、

学びの過程や目指す姿がわかりやすいよ

うに工夫されている。

(2)他教科の学習と関連づけられるよう配

盧されている。
h ，、

d o

(3) 目標に則し、身近な人々、社会及び自然

と関わりながら、個々の児童が思いや願い

をもち、主体的に学習活動ができるよう構

成されている6
1 0

(1)単元の導入に、児童の心をつかむ迫力のあ

る見開き写真を用いている｡’豊富な素材資料

や多様な体験活動例・表現活動例を示して活

動の見通しをもちやすくし、深い学びができ

るようによく工夫されている。

(2)体験にともなう言葉を学べるようになっ

ている。活動と関連づけて、現代的な課題に

向き合う場面も取り入れている。社会・理科

につながる発展的な内容や、情報機器を使う

力が個に応じて身に付けられるようによく

配慮されている。

(3)人や自然と関わる場面を多く取り入れた

り、モノクロ写真からイメージをふくらませ

るページを取り入れたりすることで､主体的

に関わり、関わったことを表現し、 さらに自

分の生活にも目を向けられるような活動が

できるようによく工夫されている。
』
。

内

容

(1)保護者と児童が安心して学校生活がス

ダートできるようよく工夫されている。

(2)低学年児童の発達に配慮した取り組み

やすい活動が適切に取り上げられ、よく工

夫されている。

(3)栽培単元等は季節ごとではなくまとめ

て記載されている。

(4)個々の児童の興味関心や理解に対応で

きるよう巻末に実物大の「ポケットずか

ん｣等が設けられ、 自主的な活動を促すた

めによく配慮されている。
ﾉ

(1)スタートカリキュラムに配盧したページ

を設け、生活科を中心に、合科的“関連的な

指導や弾力的なカリキュラム編成が可能と

なるよう、活動ごとの時間を記載するなど、

よく工夫されている。

(2)植物の成長･季節の移り変わりの様子がつ

ながりとして理解されるような工夫がされ

ている。 1年生から2年生への活動の発展や

深まりが見られるようになっている。

(3)児童が校外学習で出かけたり､見たりする

機会がある場所や乗り物の写真を取り入れ、

内容に広がりをもたせている。

(4)必要に応じて参考にできる資料「がくしゆ

うどうく、ばこ」を設定したり、発達段階に応

じた様々な形式のカードを例示したりして 、

個に応じた学習ができるようによく配盧さ

れている。

造

本

(1)文字の大きさ、書体及び配色も読みやす

く配慮され､写真とともに鮮明に印刷され

ている。装丁もきれいである。

(2)A4判の大きさで厚さも適切である。

(1)初めて手にする教科書として《触れて楽し

い表紙であり、文字サイズやフォントの色が

適切で写真も鮮明である。工夫された造本で

ある
〆

0

(2)AB判の大きさで開きやすく、児童にとつ

て扱いやすくなっている。
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、

》
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発行者 11『 学校図書 17 教育出版

書
名
みんなとまなぶしょうがつこうせいかつ上

みんなとまなぶしょうがつこうせいかつ下

せいかつ上みんな・なかよし

せいかつ下なかよしひろがれ、

■
阜

新
し
い
学
習
指
導
要
領
へ
の
対
応

(1) 対象に主体的にかかわれるようによく

工夫されている。

(2) 生活科を中心としたスタートカリキュ

ラムは、入学時の子どもたちが学校生活に

適応できるように配慮されている。 ′

話す・聞く ・書く ．まとめるなど教科等

横断的な視点で考える力を養うよう工夫さ

れている。

(3)児童の願いであり活動目標でもある短い

文章が添えられている。

(1)学びの軌跡を残す「書き込み欄」や、振り

返りを設定することで、主体的で深い学びへ

導けるようによく工夫されている。

J =

(2)他教科と関連させた多様な活動や、現代的

な諸課題が豊富な写真や挿絵で示され、問題

発見・解決能力が育まれるよ'うに工夫されて

いる O マ

(3)四季の変化の資料図や、豊富な自然素材写

真を効果的に用いて、対象への主体的な関わ

りを促すように工夫されている。また、活動

の際のヒントや約束を示すことで、生活上必

要な習慣や技能を身に付けられる:ように配

盧されている。
0

内
容

(1)伝え合い表現する活動の例が児童の言葉

で示されている。 ､

(2)人・もの・ことの対象ごとに単元が構成

され、児童の思考が連続するような工夫が

されている。

(3)障害、国籍、性別などの配慮がされてい

る。

(4) 「まなびかたずかん」や「植物・烏・虫

などの図鑑」により、個々の児童の実態や

興味･関心に応じられるようによく配盧さ

れている。

(1)入学時の合科的・関連的な指導や時間割を

例示し、幼児期に習得・体験したことを生か

して学校生活を始められるようによく配慮

されている。

1

(2)活動ごとに「かんがえる」 「ちようせんす

る」 ｢じぶんでできる］ 「つたえる」等、発

揮すると効果的な力が示され、見通しをもっ

て発展的な学習ができるようによ'く工夫さ

れている。

(3)多様な活動や地域の自然・町・行事の写真

や挿絵を用いることで､内容に広がりを持た

せている。 ’

造
本

(1) 文字サイズやフォント及び色が適切で

／

ある 0

(2) A4変形判の大きさで、厚さも適切であ

り 、
五
児童にとづて扱いやすくなっている。

(1) 文字サイズやフォント及び色が適切であ

る。 ．

(2) AB判の大きさで開きやすく、児童にと

って扱いやすくなっている。
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26信州教育出版社 38 光村図書 ‘

書
名

せいかつ上あおぞら

せいかつ下そよかぜ

せいかつ上まいにちあたらしい ，

せいかつ下だいすきみつけた

I

新
し
い
学
習
指
導
要
領
へ
の
対
応

(1)四季を通して「いつものばしよ」 という

信州の地域にかかわることで、主体的な学

びができるように工夫されている。 4頁分

の大きさになる挿絵や、交流の場面の挿絵

が多く活用されている。

(2)体験に関わる歌や文章が効果的に活用さ

れており、他教科と関連づけた学習の中で

言語能力が高められるようによく工夫され

ている-0

(3)動物や植物・家族や地域との関わりを通

し、 自分の生活について考え、多様で目的

をもった表現ができるように工夫されてい

る。 、‐

j〃

(1)児童が見通しをもって活動できるよう構成

されている。体験活動や表現活動を繰り返し

ながら深い学びに結びつくようよく工夫され

ている ○

(2)試行錯誤の過程や問題解決の例を示す吹き

出しなど学習の基盤となる興味・関心を高め

るよう工夫されている。

(3) 目標に則し、児童が思いや願いをもち、繰

り返,しながら活動できるよう構成されてい

る ◎

、

、 ゴ

内
容

(1)スタートカリキュラムでは、遊びや活動

の挿絵を用いることにより、新しい環境に

少しずつ馴染みながら、意欲的に､､仲間と

ともに学校生活を始められるように配盧さ

れている。

0

(2)信州の地域や、動物や植物との継続的な
G

U

関わりを通し、四季の移り変わりや動物の

成長について系統的・発展的に学習を進め

られるようによく工夫されている。

(3)信州の自然や行事･文化を表す写真や挿

絵を多く取り入れることで、地域に愛着が

もてるように配慮されている。

(4)多様な体験活動例を写真や挿絵で示し、

個に応じた表現方法を選べるように配慮さ

れている。挿絵中に活動を支える教師のあ

りょうを示し、個に応じた支援ができるよ

うに配慮されてしiる°

.(1)幼児期からの円滑な接続が図〉られよう写真

と短文でスタートカリキュラムが構成されて

いる。 ：

(2)単元の中の「どうすれば」の問いかけによ

って活動のヒントやポイントを示しており、

学習活動が持続的･発展的になるようよく工

夫されている 。
。

(3)様々な題材を適切に取り上げ、学校や地域

の実態に応じた学習が進められるようになっ
！

ている｡ ‐ ‘

(4)豊かな文章表現による児童の観察例や「ひ

ろがるせいかつじてん」により、個々の児童

の実態や興味に応じられるような配慮がされ

ている。

造
本

(1)文字サイズやフォント及び色が適切であ

る。

(2)AB判の大きさで開きやすく、児童にと

って扱いやすく‘なっている。 ． ＝

(1)文字サイズやフォント及び色が適切で絵本

で見かけるようなイラストが特に親しみやす

い。

(2)AB判の大きさで、厚さも適切で低学年児

童に取って扱いやすくなっている。



【 生活科 】

ノ

32

発行者 61 啓林館 116 日本文教出版

書
名

わくわく せいかつ上

いきいきせいかつ下

わたしとせいかつ上みんななかよし

わたしとせいかつ下ふれあいだいすき

新
し
い
学
習
指
導
要
領
へ
の
対
応
。

(1)活動へ誘う言葉と活動の気づきの言葉を

見開きに配置し、思考が連続するようによ

く工夫されている。

(2) 伝え合い活動の場面では、国語や体育な

どの教科等横断的な視点で、相手にわかり

やすい表現の工夫をしている。

(3) 写真や実物大の植物図鑑により、興味．

関心をもって主体的に学べる構成がよく

工夫されている。

(1)実践写真が多く掲載されており、児童の興

味･関心を引きつける。活動の様子がイメージ

できる写真やイラ,ストを効果的に配置してお

り、学習の見通しをもって、主体的な学びが

実現できるようによく工夫されている。

初めて使う教科書に親しみが感じられるよ

う遊び要素を取り入れ、植物の成長過程が一

覧できるようになっている。
』

0

(2)多様な表現方法の例示や話し合いの場面な

’どを具体的に示し、他教科と関連させながら

情報活用能力を養う工夫がされている。

(3) 目標に則し、育成すべき資質・能力の3つ
、

の柱を明示することで児童が意欲をもって主

体的に活動できるよう構成されている。

内
《
容

(1)学校生活を写真で分かりやすく示したス

タートカリキュラムが位置づけられ〈歌や

遊びを多く取り入れている。また各単元の

導入時に、幼・保との関連を意識した構成

が工夫されている。
L

(2) 単元の学習過程が、わくわく ・いきい

き・ぐんぐん、 ．といったサイクルで繰り返

されている。知的好奇心を喚起する導入に

より意欲的に活動できるような工夫がさ
今、

れている。
､

(3) 地域素材に繰り返し関わることで、地域

の実態に即した活動が展開できるように

なっている。 ､
Q ↓

(4) 参考情報がQRコードで示され、発展的

に調べたい子へも'よく配慮されている。

(1) 1年生･2年生とも幼児教育や他学年とのつ

ながりを掲載し、円滑な接続がなされるよう

よく工夫されている。
L

(2)学びの内容や学ぶための方法が示され､児

童が見通しをもてるように配慮されている。
p L

(3)地域活動を紹介し、地域の人々との交流を

中心に学校と地域の連携を意識した活動がで

きるようになっている。

(4) 「ちえとわざのたからばこ」を設け、必要

な知恵や能力習慣が身につくよう、個々の児

童に対応した活動ができるよう配慮されてい

る。 ‘ ．

造

本

る

文字サイズやフォント及び色が適切であ

0

(2)AB判の大きさで、 ‘厚さも適切であり、

児童にとって扱いやすくなっている。スタ

－トブックは、入学時の子どもが使いやす

いように工夫がされている。

(1)文字サイズやフォント及び配色が適切であ

る 0

〆

(2)AB判の大きさで､厚さも適切で低学年児童

にとって扱いやすくなっている。
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学習指導要領における各教科の目標

表現及〔鶴賞の活動を通して、音楽的な見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の音や音楽と豊かに関わ
る資質・能力を次の通り育成することを目指すも

(1) 曲想と音楽の構造などとの関わりについて理解するとともに、表したい音楽表現をするために必要な技

能を身に付けるようにする。

(2)音楽表現を工夫することや、音楽を味わって聴くことができるようにする。

h

(3)音楽活動の楽しさを体験することを通して、音楽を愛好する心情と音楽に対する感性を育むとともに、

音楽に親しむ態度を養い、豊かな情操を培
ｰ

フ。

■

表現及ひ鑑賞の活動とは、つまり、児童が歌を歌ったり、楽器を演奏したり、音楽を作ったり､聴いたり

するなどの多様な音楽活動を幅広く体験することをいい、それを通して、音や音楽を、音楽を形づくってい

る要素とその働きの視点で捉え、 自己のイメージや感情､生活や文化などと関連付けながら､生活や社会の
中の音や音楽と豊かに関わることができる資質・能力を育成していく。

(1)では､､学習過程において音楽に対する感性などを働かせて感じ取った「知識｣や､思いや意図に合った

表現などをするために必要な「技能」を、表現や鑑賞の活動を通して、実感を伴いながら身に付けるように

することとしている。 （2）では、歌や器楽、音楽づくりの学習において、曲の特徴にふさわしい音楽表現を

試しながら考えたり、詞祭に音を出しながら音楽の全体のまとまりなどを考えたりして、どのように表現す‐

るかについて思いや意図をもてるようにし、 さらに、 自分にとっての音楽のよさや面白さなどを見いだし、

曲全体を聴き深めることができるようにすることで思考力、判断力、表現力を身に付けていくこととしてい

る。 (3) ‘の学びに向かう姿勢については、主体的､創造的に表現や鑑賞の活動に取り組む楽しさを実感する

ことで､心がら音楽を愛好することができるようにするとともに､生活の中に音楽を生かそうとする態度を
育み、音楽的感受性を身に付け、音や音楽の美しさなどを感じ取ることができるようにするとしている。さ

らに､様々な音楽や音楽活動に関心をもち､積極的に関わっていこうとする態度を養い､美的情操を中心に
しながら豊かな情操を培っていくことを目指している。

千葉市の児童の学力と今後の課題
d l

一際巾の/｣､子1父~C､ほ、午向と超し~L司押｣目・者誇ミ。首弁ﾐつくりをﾉ、フンスよく取り_上けたり、表現師頂J蚊と鑑

賞の教材を関わらせた題材構成を工夫したりして､児童が楽しく音楽に関われるような学習を展開してきた。
領或別では、

･表現領域の歌唱では、各学校において「今月の鋼を設定し、朝や帰りの会に歌う場を設け日常的に音楽
にふれるようにしているので、愛唱歌を多く持ち、歌うことの楽しさを知っている児童が多vも
･器楽では､発達段階に応じて、学習活動に錘ハーモニカやソプラノリコーダー、箏・三味線･太鼓等の
和楽器などを取り入れており、演奏意欲が高い。

･音楽づくりでは、発達段階に即して言葉や楽器を取り入れたリズムづくり、旋律づくりを行なっており、
児童は楽しみながら取り組むことができている。

･鑑賞の活動を通して学んだことを表現に生かしたり、表現で学んだことを鑑賞に生かしたりしている。
これらの実態から、今後は、題材を通して付けたい力や学習目標を児童自身にも見通しをもてるように明

確にし、一人一人が音や音楽、音楽文化と豊かに関わり、音楽活動の楽しさを味わうことができるような授
業の工夫改善に取り組んでいく。 〃

求められる教科用図書の特色
ノ 、

○学習指導要領の音楽科目標、市の教育施策に照らして、内容が適切に取り上げられている教科書

○児童の発達段階や興味・関心・能力、さらには地或・学校の実態に対応した教科書

○我が国の伝統文化に関連した音楽について、理解を深め、その良さを味わえる教科書

○音楽の基礎的・基本的な技能が身に付けられる教科書

○感性を高め、思考力・判断力･表現力等の育成を図れるように酉濾した薪且唐

○表現及び鑑賞領域を関連付け、 〔共通事ユヨを柱として題材構成が工夫されている教科書

○学習の見通しと振り返りが分かりやすい教科書

○系統的に学習内容が配列されている教科書

○道徳教育との関連が図られた教科書



、

音楽科の観点

1新しい学習指導要領への対応

（1） 「主体的・対話的で深い学び」の実現

｢主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業展開がしやすく、言語活動や体験活動を取り

入れた学習活動が充実できるよう、工夫されているか。

（2）学習基盤の育成及び教科等横断的な視点

言語能力、情報活用能力、問題発見・解決能力等の学習の基盤となる資質・能力や現代的な諸課

題に対応して求められる資質･能力が教科等横断的な視点に基づいて育まれるよう工夫されている
か。 ．

（3）教科の目標への適合

学習指導要領音楽科の目標に照らし、内容が適切に取り上げられているか。

I

【音楽科の目標】

’ 表現及び鑑賞の活動を通して､,音楽的な見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の音や音楽と

豊かに関わる資質・能力を次の‘とおり育成することを目指す。

(1)曲想と音楽の構造などとの関わりについて理解するとともに、表したい音楽表現をする

ために必要な技能を身に付けるようにする。

(2)音楽表現を工夫することや、音楽を味わって聴くことができるようにする。
' ､ ｡

(3)音楽活動の楽しさを体験することを通して､音楽を愛好する心情と音楽に対する感性を

育むとともに、音楽に親しむ態度を養い、豊かな情操を培う。

2内容について

（1）千葉市の教育施策への適合

第2次千葉市学校教育推進計画指針や「わかる授業」の推進に向けた課題に照らし、内容が適切

に取り上げられているか。

（2）児童への適合

・内容が系統的・発展的に配列されているか。

・児童の発達の段階に応じた活字の大きさ・文字数・文章表現等がなされ、文章が平易で

理解されやすく､記述の分量は適切であるか。

（3）地域性への適合

話題や題材が地域性を考慮した内容の広がりをもったものであるか。

（4）補充的・発展的な学習

個々の児童の理解に応じ、きめ細かな指導ができるよう配慮されているか。

3造本等

（1）印刷・製本

活字・写真・図表等の印刷が鮮明で、表紙・装丁・紙質がよく、製本がしっかりしているか。

（2）扱いやすさ

判型、厚さ、重量等、児童が学習する上で､扱いやすいように配慮されているか。

!ノ
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発行者 17 教育出版 27 教育芸術社

書名 小学音楽音楽のおくりもの

ﾛ

小学生の音楽

新
し
い
学
習
指
導
要
領
へ
の
対
応

(1)題材ごとの学習の見通しを示し、児童が

主体的に学べるよう配慮されている。ま

た、学び合いについてのヒントが示されて

おり、協働的な学びを引き出すよう配盧さ

れている。

(2)全学年共通の曲や様々なジャンルの曲

が取り上げられ、行事や他教科等の横断的

な学習になるよう工夫されている。

(3)系統性及び発達の段階を配慮した音楽

づくりを含めた題材が設定され、資質・能

力を育みながら、学びが深まる構成や配列

がされている。 〔共通事項〕を常に提示し

て、音楽的な見方・考え方を働かせながら

目標が達成できるよう配慮されている。

(1)主体的に学習に取り組めるよう年間の学習

の見通しが示され、 「何を学ぶか」がわかり

やすく、特に優れている。学習のねらいが学

習目標や活動文によってわかりやすく、意見

を交流しやすいヒントが示されており、対話

的な学びが深まるよう配慮されている。

(2)学年ごとのテーマ曲や様々なジャンルの曲

が取り上げら'れ、社会や生活と関連付けた横

断的な学習になるよう工夫されている。 ：

(3)系統性及び発展性をもって組織化された題

材を軸に、表現と鑑賞の往還による構成や配
1

列が工夫されている。 〔共通事項〕が児童に

分かりやすい言葉で記され、音楽的な見方・

考え方を働かせながら目標が達成できるよう

配慮されている6

‐
内
容

(1)身体性を生かした学習を多く取り入れ、

感受から理解につなげ、友達と共有しなが

ら学びを深められるよう工夫がされてい

る O L

(2)学習指導要領の低・中．高の各学年の目

標や内容に対応した題材が系統性と発展
q

性をもって組織され〈判読しやすい配色や

レイアウト、表現方法、文字の使用など細

部にわたり配慮されている。

(3) 日本や諸外国の伝統音楽を豊富に取り
屯

上，

げ、音楽の多様さや面白さを感じ取れるよ

うな配慮がされており、音楽文化と人々の

生活との関わりを意識できるよう、教材が

工夫されている。

(4)曲の解説や奏法がわかるWEB資料や〔共

通事項〕をまとめた巻末資料により、児童

が興味・関心を高め、主体的な学びができ

るようよく工夫されている。
一

(1)音楽づくりでは、思いや意図をもって主体

的に活動できるようわかりやすく適切な情報

が示され、思考力・判断力・表現力が育つよ

うに工夫されている。

(2)学習指導要領の低・中．高の各学年の目標

や内容に対応した題材が系統性と発展性をも

って組織され、必要な情報に着目しやすいよ
毒

フ 、 配色やレイアウ卜、表現方法、文字の使
１

用など細部にわたり配慮されている。

(3)郷土や日本の文化や生活に密着した音楽、

世界の音楽が豊富に取り上げられ、多様性が

理解できるよう工夫されている。また、国歌

への意識を高め、他国の国歌や国旗も尊重す

る態度を養えるよう配慮されている。

(4)曲の紹介や短い動画などのWEB資料や巻末

資料により、児童の興味・関心・発達の段階

に応じて無理なくステップアップできるよう

配慮されている。

造
本
。

(1)楽譜、文字、イラスト､写真など印刷の

発色もよく鮮明なものになっている。製本

もしつかりしている ◎

(2)見開きで見やすく、 1， 2年生は鍵盤ハ

ーモニカ演奏時にも扱いやすいAB判型

である。
q

(1)楽譜、文字、イラスト、写真など印刷の発

色もよく鮮明なものになっている。 ,製本もし

つかりしている。

(2)見開きで見やすく、鍵盤ハーモニカ演奏時

にも扱いやすいAB判型である｡，
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学習指導要領における各教科の目標

表現及び鑑賞の活動を通して、造形的な見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の形や色などと豊かに関

わる資質‘能力を次のとおり育成することを目指す8

(1) 対象や事象を捉える造形的な視点について自分の感覚や行為を通して理解するとともに､材準僥用

具を使い､表し方などを工夫して、創造的につくったり表したりすることができるようにする。

② 造形的なよさや美しさ、表したいこと、表し方などについて考え､､創造的に発想や構想をしたり、

作品などに対する自分の見方や感じ方を深めたりすることができるようにする。

(3) つくりだす喜びを味わうとともに、感性を育み､楽しく豊かな生活を創造しようとする態度を養い、

豊かな情操を培う。 B 一

千葉市の児童の学力と今後の課題

日常の授業や聡をかく会」 「総合展覧会」への取り組みの様子から、創造することの楽しさを感じるとと

もに､思考・判断し表現するなどの造形的な創造活動の基礎的な能力は育まれていることがわかる。児童が

形や色に進んで関わり、 自分のイメージに沿ってものづくりをする楽しさに十分触れたことに裏打ちされた

ものと思われる。 ， ．

作品を製作することをねらいとする活動まだ見られる。そのため、児童はいわゆる見栄えのいい作品を製

作しようとし、 自分の考えや思いを素直に表現する主体的な活動が十分になされていない点もある6つくっ

たり、表したりする鯉作する）活動を通して、育まれる資質・能力を明確にして活動に取り組む必要があ

る 0
1

、今後の課題として、つくったり、表現したりする活動を通して、育成する資質･能力を明確にすることが

求められる。さらに、地域や学校の特色を生かした題材の工夫改善を図るとともに､全学年を見通1-調和の

とれた指導計画による授業実践に努めていきたい。また、表現及び鑑賞の活動を通して、生活や社会の中の

形や色などと豊かに関わる資質・能力を育成することを一層重視することが求められる。

７

0

求められる教科用図書の特色

1教育基本法及U噺学習指導要領に即した内容であること。
1

2児童の造形的な創造活動への関心・意欲を高めるため、発達閏偕に相応した作品例や活動例を効果釣に

かつ害富に紹介していること。

3学習のめあてを資質・能力の三つの柱に基づいて設定し、児童によくわかるように明示していること。

4児童が教科書を活用する上で､色や形､イメージなどがとらえやすいように､わかりやすい記述や写真・

図、資料等が充実し、学習活動に効果的であること。

5図画工作における基礎的、基本的な内容がわかりやすく示され、紙面構成がよく、写真・図版が美(ﾝい

こと。 ，



図画工作科の観点

1 新しい学習指導要領への対応について

（1） 「主体的・対話的で深い学び」の実現

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業展開がしやすく、言語活動や体験活動を取り入れた学

習活動が充実できるよう、 ･工夫されているか。

（2）学習基盤の育成及び教科等横断的な視点

言語能力、情報活用能力、問題発見・解決能力等の学習の基盤となる資質・能力や現代的な諸課題に対応『

して求められる資質・能力を教科等横断的な視点に基づいて育まれるよう工夫されているか。

（3）教科の目標への適合 ‘

学習指導要領図画工作科の目標に照らし、内容が適切に取り上げられているか。

【図画工作科の目標】

表現及び鑑賞の活動を通して、造形的な見方･考え方を働かせ、生活や社会の中の形や色などと豊かに

関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

(1)対象や事象を捉える造形的な視点について自分の感覚や行為を通して理解するとともに、材料や用具

を使い、表し方などを工夫して、創造的につくったり表したりすることができるようにする。

(2)造形的なよさや美しさ、表したいこと､-表し方などについて考え、創造的に発想や構想をしたり、作

品などに対する自分の見方や感じ方を深めたりすることができるようにする。

(3)つくりだす喜びを味わうとともに、感性を育み、楽しく豊かな生活を創造しようとする態度を養い､一
‐ . . 、

豊かな情操を培う。

４

2 内容について

（1.）市の教育施策への適合

千葉市学校教育推進計画や「21世紀を拓く」に適合し、 「生きる力」をはぐくむという理念に

基づき、内容が適切に取り上げられているか。 ‐

（2）児童への適合

・内容が系統的・発展的に配列されているか。

“ '･児童の発達の段階に応じた活字の大きさ・文字数・文章表現等がなされ、文章が平易で理解

されやすく、記述の分量は適切であるか。

（3）地域性への適合

題材が地域性を考盧した内容の広がりをもったものであるか。

（4）補充的・発展的な学習

個々の児童の理解に応じ、 きめ細かな指導ができるよう配慮されているか。

3．造本等

（1）印刷・製本 ・

活字・写真･図表等の印刷が鮮明で、表紙・装丁・紙質がよく、製本がしっかりしているか。

（2）扱いやすさ

判型、厚さ、重量等、児童が学習する上で、扱いやすいように配慮されているか。
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【 図画工作科 】

、
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発行者 9 開隆堂出版
〃

116 日本文教出版

書名
図画工作

心をひらいてつながる思い他

図画工作

見つめて広げて他
ノ

新
し
い
学
習
指
導
要
領
へ
の
対
応
‐

(1)児童の作品例､活動の様子等を数多く掲

載し、 「主体的・対話的で深い学び」につ

ながるように工夫されている。造形的な見

方･考え方を働かせるような紙面構成にな

っている。

(2)図画工作の学習を各教科の学習と関連

付けて、学びを深められるよう、 'マークと

ともに教科名を示す工夫がされている。

(3)資質･能力の3つの柱に基づいて目標が

明示され、新学習指導要領に対応してい

る。主になる目標は赤で示され、振り返り

についても示されている。

鑑賞と表現双方向の学びができるよう

工夫されている。身近な自然の形や色に着

目させ､生活や社会の中の形や色などと関

わる資質・能力を育成している。

(1)児童の作品例や吹き出し、活動の様子等

を数多く掲載し、 「主体的・対話的で深い

学び｣につながるようによく工夫されてい

る。造形的な見方・考え方を働かせるよう

な紙面構成になづている。

(2)図画工作の学習を各教科の学習と関連付

けて、学びを深められるよう、題材を工夫

して設定している。

(3)資質・能力の3つの柱に基づいて目標が

明示され、新学習指導要領に対応している。

活動を通して感じたり考えたりしてほしい

《－とが示されている。

鑑賞と表現双方向の学びができるよう工
〆

夫されている。身近な自然の形や色をいろ

いろな見方で捉え、生活や社会の中の形や

色などと豊かに関わる資質・能力を育成し

ている。 ．

内

容

(1) 自分の生活や身の回りにあるものが､自

分とどう関わっているのか､質感や音など

からも感じ取らせている。絵をかく会等に

も適用できる内容が適切に取り上げられ

ている ○

(2)内容配分は適切であり、発達の段階に応

じた題材が系統的に配列され、自分なりの

イメージをふくらませることができるよ

う配慮されている。 、

(3)題材が地域性を考慮した内容の広がり

をもったものである。

(4)安全に活動できるよう注意事項を示し

ていたり、材料の再利用や、使った場所を

元に戻すことについて､指導できたりする

よう配慮されている。

(1) 自分の生活や身の回りにある風景を、い

ろいろな見方で見直し、思いを画面に表す

活動を取り入れている。絵をかく会等にも

適用できる内容が適切に取り上げられてい

る。

(2)内容配分は適切であり、発達の段階に応

じた題材が系統的に配列され､自分なりの

イメージをふくらませることができるよう

配慮されている。

(3)題材が地域性を配慮した内容の広がりを

もったものである。

(4)安全に活動できるよう注意事項を示して

いたり、材料の再利用や、使った場所を元

に戻すことについて、多くの題材において

指導できたりするよう配慮されている。

造

本

(1)印刷は、鮮明、明るい色調で、 2年間の

使用に耐えうるしっかりとした製本にな

っている。また、QRコードによるコンテ

ンツの閲覧に対応している。

裏表紙には表紙の作品の解説が掲載さ

れている。

(2) A4判で児童が扱いやすい大きさであ

る。

6

(1)印刷は、鮮明、明るい色調で、2年間の

使用に耐えうるしっかりとした製本になっ

ている。また、Webサイトによるコンテンツ

の閲覧に対応している。

裏表紙に表紙の作品の解説をし、形や色
などの造形的な特徴に関心をもてるコーナ

－を設けている 0

(2) A4判で児童が扱いやすい大きさであ

る 。 ⑨



千葉市の児童が必要とする教科用図書 教科名【家庭】

声

ノ

39

学習指導要領における各教科の目標 一

生活の営みに係る見方･考え方を働かせ、衣食住などに関する実践的・体験的な活動を通して、生活をよ

りよくしようと工夫する資質・能力を次のとおり育成することを目指すも

‘ （1） 家庭や家族、衣食住、消費や環境などについて、 日常生活に必要な基礎的な理解を図るとともに、

それらに係る技能を身に付けるようにする。

（2） 日常生活の中から問題を見いだして課題を設定し、様方な解決方法を考え、実践を評価・改善し

考えたことを表現するなど、問題を解決する力を養う。

､

（3） 家庭生活を大切にする心情を育み、家族や地域の人々との関わりを考え、家族の一員として、生活

をよりよくしようと工夫する実践的な態度を養う。

千葉市の児童の学力と今後の課題

平成29年度千葉市学力状況調査・30年度全国学力学習状況調査から、本市の児童は定着状況はおおむね

良好であるが､教科によっては差があり、具体的な指導の改善が必要であるとの結果だった。

家庭科においては､学習で習得した知識及び技能などを実生活に活用できていないということや家族や地
域の人々と関わり、社会に参画しようとする力が十分ついていないということが挙げられた｡

そこで、謂堤頁としては､ ．

○実生活と関連を図った問趣翠決的な学習を効果的に取り入れ、生活の課題を解決する力を育む指導を充

実させ、生活をよりよくしようと工夫する資質・能力の育成
I

○基礎的・基本的な知識及び技能を明瑠上し、中学校との連携を意識した指導内容の工夫改善 ‘

○学んだことを活用し家庭や地或とつながり生活をよりよくしようとする力と家庭との連携を図る必要
性

○家族・家庭生活の多様化や消費生活の変化、 グローバル化や少子高齢化の進展、持続可能な社会の構築

など､今後の社会の急速な変化に主体的に対応できる資質6能力の育成

’

求められる教科用図書の特色

学習指導要領の趣旨を踏まえ、千葉市の教育目標である｢自ら考え、自ら学び、自ら行動できる力をはぐく

画ためには、

（1）家族･家庭生活、衣食住、消費』や環境等について、生活の営みに係る見方・考え方の4つの視点で捉

え、実践的、体験的な学習活動を通して、それらに関わる技能を身に付けられる。

（2）児童が生活の中から問題を見いだして課題を設定し、その解決を図る問題解決的な学習やよりよい生

活の実現に向けて、生活を工夫し創造しようとする態度の育成が図れる°

（3）主体的・対言甜勺で深い学びによりそった、学習の流れが見え、資料やデジタルコンテンツが充実して

いる。

J J C



ﾉ

家庭の観点

新しい学習指導要領への対応について

（1） 「主体的・対話的で深い学び」の実現

生活の営みに係る見方・考え方を働かせ、言語活動や体験活動を取り入れた学習活動が充実

できるよう、工夫されているか。

（2）学習基盤の育成及び教科等横断的な視点

言語能力《情報活用能力、問題発見・解決能力等の学習の基盤となる資質・能力や現代的な

諸課題に対応して求められる資質・能力を教科等横断的な視点に基づいて育まれるよう工夫さ

れているか。

（3）教科の目標への適合

1

【家庭科の目標】

生活の営みに係る見方・考え方を働かせ、衣食住などに関する実践的・体験的な活動を

通して、生活をよりよくしようと工夫する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

. (1）家族や家庭、衣食住、消費や環境などについて、 日常生活に必要な基礎的な理解を

図るとともに、それらに係る技能を身に付けるようにする。

〈2） 日常生活の中から課題を見いだして課題を設定し、様々な解決方法を考え、実践を

評価・改善し、考えたことを表現するなど、課題を解決する能力を養う。

（3）家庭生活を大切にする心情を育み、家族や地域の人々との関わりを考え、家族の一

員として、生活をよりよくしようと工夫する実践的な態度を養う。

／

2 内容について

（1）市の教育施策への適合

千葉市の教育施策に関連する内容が適切に取り上げられているか。

（2）児童への適合

内容が系統的・発展的にとらえることができる内容になっているか。

児童の発達の段階に応じた活字の大きさ．､文字数．文章表現等がなされ、文章が平易で理解

されやすく、記述の分量は適切であるか｡

（3）地域性への適合

話題や題材、 日本の伝統、地域性を考慮した内容の広がりをもったものであるか。

（4）補充的・発展的な学習 《

個々の児童の理解に応じ深めることができ、きめ細やかな指導ができるよう配慮されてい

るか。

3造本等

（1）印刷・製本

活字・写真・図表等の印刷が鮮明で、表紙、装丁、紙質がよく、製本がしっかりしているか。

（2）扱いやすさ
／

判型、厚さ、重量等、児童が学習する上で、扱いやすいように配慮されているか。

、
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【 家庭科 】
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行者発 2 東京書籍 9 開隆堂

書名

Q

．新しい家庭 5 ． 6 小学校わたしたちの家庭科5． 6 ‘

新
し
い
学
習
指
導
要
領
へ
の
対
応

(1)各ステップに「話し合おう」 「調べよう」

などの活動があり、児童が主体的に学習を

進められる点が特に優れている。 「話し合

おう］ 「深めよう」の活動では、対話を通

して考えを深められるような工夫がある。

(2)題材の始めに「リード文」 と「学習の流

れ」が掲載されており、見通しをもって学

習できるよう工夫されている。また、他教

科や外国語活動､道徳との関連がなされて

いる 0

(3)生活の見方・考え方を4つの視点で捉

え、よりよい生活を営むための工夫がされ

ている。持続可能な社会の実現に向けた視

点や実践的な態度が育てられるように配

盧されている。

(1)各題材の導入で児童の興味関心を高め課

題を見つけ対話することにより、深い学び

につながるようよく工夫されている。児童

同士で対話をしたり、意見交換したりでき

るような活動を多く取り入れている。

(2) 「生活」を見つめることを出発点として

3つのステップで題材が構成されていて、

より問題解決的な内容になるよう配慮され

ている。他教科や外国語活動、道徳との関

連がなされている。

(3)生活の見方、考え方を4つの視点で捉え、
『

よりよい生活を営むための工夫がよく配慮

されている。共生や環境教育･消費者教育

を考慮し、実践的な態度が育てられるよう

工夫されている。

内
容

。

(1)キャリア教育・食育・特別支援教育等、

市の教育施策に関連する内容が適切に取

り上げられている6家庭科に関連する職業

の人へのインタビュー記事を掲載し､仕事

や生活への興味が高まるようよく工夫さ‘

れている。

(2) 目次の見開きページでは､今までの生活

をふり返り5年生から始まる2年間の家

庭科の学習の見通しを持ち、次のページで

は自分の学習を振り返り記録が残せるよ

う、 よく工夫されている。

(3)家庭や地域での自分の役割を自覚し、自

分の仕事ができるよう配慮している｡伝統

文化を紹介する箇所には「日本の伝統」マ

－クが表示され、 よく配慮されている｡

(4) 「生活の課題と実践｣に対応しており児
e

童が家庭実践するときの参考となってい

る。動画が見られるQRコードは1か所に

まとめられている。

／

(1)キャリア教育．､食育・特別支援教育等、

市の教育施策に関連する内容が適切に取り

上げられている。随所で仕事をしている人

の記事を取りあげ、キャリア教育につなが

るようよく工夫されている。

(2)各題材とも基礎基本の習得から応用・発

展的な学習へと系統的に展開されていて、

児童の思考の流れに沿っている。ストーリ

－性を考慮して題材配列されており、中学

校への接続等、小中の連携がよく配慮され

・ている。

(3)地域の人々との関わりを大切にした内容

で、具体的な活動例が盛り込まれている。

日本の伝統的な文化では「千葉の太巻きず

し」 も取りあげられている。

(4) 「生活の課題と実践」だけでなく、 「生活

に生かそう」や「チャレンジコーナー」等で

今日的な課題を意識した発展的な内容が掲

載され、特に優れている。QRコードが該当

ページに掲載されているので、その都度確認

することができる。

1

・
造
本

I

(1) 2年間の使用に耐えられるよう､表紙は

汚れにくく強度の高い加工がされている。

児童にとって親しみやすい挿絵が使われ

ている 0

(2)従来のAB判からA4判に改訂され､写

真とイラストを組み合わせた、大きくわか

りやすい紙面となっている。

(1) 長期の使用に耐えられるよう紙質も厚

く、ユニバーサルデザインに基づいた色や

構成になっている。重要語句は太字のゴシ

ック体で見やすい。写真は鮮明でよく工夫

されている。

(2)AB判で、重さも軽く、児童にとって取

り扱いやすい。



千葉市の児童が必要とする教科用図書 教科名【保健】

42

学習指導要領における各教科の目標

【体育科の目標】

体育や保健の見方･考え方を働かせ､課題を見付け、その解決に向けた学習過程を通して、 心と体を一体
として捉え､生涯にわたって心身の健康を保持増進し豊かなスポーツライフを実現するための資質･能力を
次のとおり育成することを目指すも、

(1) その特性に応じた各種の運動の行い方及び身近な生活における健康・安全について理解するととも

に、基本的な動きや技能を身に付けるようにする。

(2)′運動や健康についての自己の課題を見付け、その解決に向けて思考し判断するとともに､他者に伝
える力を養う。

(3)運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、楽しく明るい生活を営む態度を養う。

千葉市の児童の学力と今後の課題

1本市児菫の1本刀面と1鬮乗女全面の夫態

（1） 「千葉市の保健体育」より GI30.3) ･

①全国平均との比較では2， 3， 4年男女の反復横跳び、 2， 3、 4く 5年男女のシヤトルラン、 4

年男子の立ち幅とび及びソフトボール投げ以外は全国平均を上回っている。

②市鍾力能力検定合格率（平成29年度）は、男子： 19.7%，女子：31.7%，計：25.5%であり、昨年度
より、 0.8ポイント上昇している。

、 ③県運動能力証の合格率は、上昇傾向にある。〆 ノ

H25f目糞26.2%→H26年度26.9%-'H27年度27.6%→H28年度29.2%→H29年度29.6%

④小学校における交通事故発生に係る報告件数は、羽戎28年度から減少傾向にある
H28年度47件→H29f目蔓44件→H30年度38件

（2） 「第2次千葉市学校教育推進計画」より旧28． 3策定）

◎

①体力・運動能力調査において、各学年・男女別･種目で全国平均を上回る割合を次のようにする。
f

旧27年度小男子81.2%→R3年度95.8%へ同じく女子93.7%→100%'-)-

②朝食を必ず食べる児童生徒の專洽旧27年度末90.8％→R3年度末目搦直100.0%'~)
③12歳児（中1）でむし歯のない生徒の曹洽G{27年度末67.3%→R3年度末目樹直75.0%"~)

2体力面と健康・安全面における本市児童の今後の課題

①新体力テストの結果を見ると、おおむね全国平均を上回っているものの前年度に比べて記録が低下
している種目が見られる。児童が意欲的に体力づくりに取り組むことができるように、体力の現伏を

発達の閏砦に応じて理解させるとともに、多様な活動を十分に経験させることを通して、運動好きな
子どもを育てる取り組みの一層の充実を図る必要がある。

②児童に健康で安全な規則正しい生活習慣の意調上を図るとともに､けがの防止や病気の予防､心の
健康、薬物舌{用などに関する正しい失職を習得させ、 日常生活での実践につなげ、定着させていく必

要がある。

求められる教科用図書の特色

1教育基本法及び学習指導要領に即した内容であること。

2健康で安全な生活を営む態度を育てるために、児童が学習内容を理解するうえで分かりやすい記述や写
真・資料・図表等が充実していること。 ’

3学習のねらいが明確に示されているとともに、基礎・基本の定着や思考力・判断力・表現力等の育成な

ど確かな学力を身に付けさせるための工夫があること。

4保健の「見方・考え方」を身に付け、 「主体的・対話的で深い学的を実現する構成になっていること。
5今日的な教育課題である「心の健康」や「防災・安全教育｣、 「食育」 「薬物舌1用防止教育」 「道徳教育」
等に関する内容が適切に取り上げられていること。

へ
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保健の観点

新しい学習指導要領への対応について

（1） 「主体的・対話的で深い学び」の実現

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業展開がしやすく、言語活動や体験活動を

取り入れた学習活動が充実できるよう、工夫されているか。

（2）学習基盤の育成及び教科等横断的な視点

学習基盤の育成及び教科等横断的な視点言語能力、情報活用能力、問題発見・解決能力等

’ の学習の基盤となる資質・能力や現代的な諸課題に対応して求められる資質・能力を教科等

横断的な視点に基づいて育まれるよう工夫されているか。

（3）教科の目標べの適合

学習指導要領体育科の保健領域の目標に照らし、内容が適切に取り上げられているか。

1

【体育科の目標】

〃 体育や保健の見方・考え方を働かせ、課題を見付け、その解決に向けた学習過程を通

して、 心と体を一体として捉え、生涯にわたって心身の健康を保持増進し豊かなスポー

ツライフを．実現するための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

(1)その特性に応じた各種の運動の行い方及び身近な生活における健康・安全について

理解するとともに、基本的な動きや技能を身に付けるようにする。

(2)運動や健康についての自己の課題を見付け、その解決に向けて思考し判断するとと

もに、他者に伝える力を養う。

（3）運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、楽しく明るい生活を

営む態度を養う。

2 内容について

（1）市の教育施策への適合

第2次千葉市学校教育推進計画や第5次千葉市生涯学習推進計画及び「21世紀を拓く」の

指針に照らし、内容が適切に取り上げられているか。

（2）児童への適合

．学び方（主体的．対話的で深い学び）が身に付く構成になっているか。

、 ．児童の発達の段階に応じた活字の大きさ・文字数・文章表現等がなされ、文章が平易で理

解されやすく、記述の分量は適切であるか。

（3）地域性への適合

題材が地域性を考慮した内容の広がりと家庭での実践習慣の確立につながるものであるか。

（4）補充的・発展的な学習

個々の児童の理解に応じ、 きめ細やかな指導ができるよう配慮されているか。

3 造本等

（1）印刷・製本

印刷・製本活字・写真・図表等の印刷が鮮明で、表紙・装丁・紙質がよく、製本がしっか

りしているか。

（2）扱いやすさ

判型、厚さ、重量等、児童が学習する上で、扱いやすいように配盧されているか。
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発行者 2東京書籍 4大日本図書

書名 新しい保健 たのしい保健

新
し
い
学
習
指
導
要
領
へ
の
対
応

(1) 体育科・保健領域の目標に則り、保健

の見方・考え方を働かせ、課題を見つけ 、

、

Ｉ

その解決に向けた主体的・対話的で深し、

学びの学習過程を通して、生涯にわたっ

て心身の健康の保持増進をするための資

質・能力が育成できるような構成になっ
h

ており、 よく．工夫されている。

(2) 各教科、特別の教科道徳との関連を図

るため、具体的な学習内容を示し、相互

に知識を補完しながら学習に活かせるよ

うに、よく工夫された編集になっている。

(3) 知識・技能の習得を得るために、主体

的・対話的で深い学びを促す写真や新聞

記事などの具体的な事例をもとに、発展

的な活動も紹介されている。また、言語

活動の充実のために、考えを伝える活動

も取り入れるよう、配慮されている。

(1) 教科書全体で活動等を通して自らの課匙

を発見し、主体的に取り組み、資料から読み

取ったり友達と話し合ったりするなどの免

話から思考を広げて深め､深い学びが実現て

きるように工夫されている。

(2) 小単元の導入では､身近な題材や自分の生

活について取り上げ､振り返ったり考えたり

する活動を通して主体的･積極的に学習に取

り組むよう工夫されている｡ ヨ

(3) 言語活動が活発に行えるように､話し合い

活動の項目が設定されている。各内容が見開

き2～4ページに配分され､時数とのバラン

スがとれている。

内

容

(1) 3 ，4年一｢体の成長とわたし」では 、

自分の成長を実感することなどを通し

て、命を尊ぶ態度を養うことができるよ
ｰ

フ 、 絵や図、写真なども用いた構成に、

よく編集されている。

(2) 5 ． 6年「病気の予防」では、喫煙
、

、

飲酒、薬物乱用からなる害など、今日敞

な健康課題について、具体的な絵や写真

などの資料からわかりやすく学び、 自分

の生活や今後の実践に活かせるような構

成に、 よく編集されている。

(3) 養護教諭や栄養教諭、学校医などが登

場する場面が豊富に設けられ、学校内外

の人材の有効活用に配慮されている。

(4) 全巻とも章末の「学習をふり返ろう」

では、理解の程度を自己チ土ツクしなが

ら学習内容を整理し、知識の定着を図る

ことができる内容になっているb

(1) 豊富なイラスト、資料を用いて、学習意〃

を高める工夫がされている。
I

(2) 道徳教育と関連させ､生命尊重について命

の大切さと、自他を尊重することの大切さを

取り上げている。

(3) 自分の体や生活など身近な事例が多く印

り上げられ､学習したことを家庭や地域で活

用できるように「おうち」 「ちいき」マーク

が示されている。

(4) 章の終わりに、知識・技能を定着させるた

めの問題を設定し､学習した内容を児童が振

り返りながら確認できるよう工夫されてい

る ｡

4 戸

造
本

(1) 全面的なユニバーサルデザインフォン

ﾄを使用し、多くの人に見やすい配色で

鮮明に印刷されている。

(2IAB判からA4判への変更により、書

きこみやすくなっており、学習を進める

上で適切な大きさである。 ． 。

(1) 全面的にユニバーサルデザインフォント

を使用し、カラーユニバーサルデザインを踏

まえた配色を工夫するなど、配慮している 0

(2) 写真やイラストが鮮明で、美しく仕上げ

ている 0
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発行者 207 文教社 208 ､光文書院

書名
わたしたちの保健 小学保健

I

新
し
い
学
習
指
導
要
領
へ
の
対
応

(1)新学習指導要領体育科保健の見方・考

え方を働かせ、各単元が課題解決に向けた

学習過程で構成されている。

(2)知識・技能の習得にとどまらず、児童の

主体的・対話的で深い学びにつながる具体

的な活動内容や情報が織り込まれている。

(3)保健の内容について系統性のある指導

ができるように、小学校の保健の他学年の

内容や他教科の内容との関連が図れてい

る ◎

(1)基本的な知識・技能を身に付け、実生活

にあてはめて考える活動を設けていること

で、主体的な課題解決学習を行える構成にな

っている。各内容の分量は系統的にバランス

よく構成されている。

(2)他教科における既習事項やこれから行う

内容、また、特別の教科道徳との関連が図ら

れている。
『

(3)児童自らが学び、 自らが考え健康的なラ

イフスタイルが確立できるよう、望ましい生

活習慣や知識が身に付けられる構成になっ

ている。

D ■

内

容

(1) 「毎日の生活とけんこう」の「1日の生

活のリズム」では、運動、食事、休養・睡

眠などの生活のリズムが健康と密接に関

連していることを考えられるように構成

されている。

(2) 「体の発育・発達」では、児童の発達の

段階に応じて、 自分なりに課題や生活を振

り返り、思考力・判断力・表現力を高めら

れるような学習活動が配慮されている。

(3) 「体のよりよい発育」では、家の人の思

いや願いを脚注で触れ、家庭での実践につ

なげる工夫がなされている。

(4) 「けがの手当て」では、学習したことを

基に、今後の実践へとつなげられるよう、

まとめたり、話し合ったりする構成になっ

ている 0

(1) 3 ･4年「けんこうな生活」 ･ 6年「病気

■ 可

の予防」では、 目の大切さや結核、がん、危

険ドラッグなど、今日的な健康課題や近年身

近になってきた疾病などを提示していること

で､健康への理解や生命を尊ぶ態度を養える

ようになっている。

(2) 4年「体の発育と健康」では、 自分の性

自認･性的嗜好について、人と感じ方が違う

人がいるといった性の多様性についての理解

を深め、 自他の個性を尊重する態度を養う内

容になっている。

(3)学習後に、家庭や地域に関連して調べる活

動を設定し、実生活を見直したり考えたりす

る内容になっている ◎

(4) 「この人に聞く」 コーナーでは、保健の先

生などの知識をコメント形式で紹介すること

で、学びの広がりを持たせている ◎

造
本

■ ■

(1) ユニバーサルデザインに配慮し、見や

すいフォントや文字の大きさ、配色で、

鮮明に印刷されている。

(2) A4判の大きさで､持ちやすさ、重さ、

厚さとも、学習を進めるのに適切であ

る ○

(1)発達の段階に応じた文字の大きさである。

また、多くの人に見やすい配色で、鮮明に印

刷されている。 ‘

(2) B5判からA4判への変更により 、 書き込

みやすくなった。児童の負担を軽減するため

に軽量化を図っている。
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発行者 224 ．学研教育みらい

書名 みんなの保健

新
し
い
学
習
指
導
要
領
へ
の
対
応

(1) 1時間で「つかむ」 「考える．調べる．

｢まとめる．ふかめる」 と、課題解決白〈

な学習の進め方を示し、主体的・対話白〈

で深い学びを導くよう工夫されている。

(2) 身近な生活における健康安全につし、

(3)

て、基礎的・基本的な内容を実践的に珪

解することができるような配盧がなさ

れている。

習得した知識を活用して課題に取り

組むことを通して、思考力・判断力・表

現力を育てる構成になっていて、特に優

れている。

‐

』

､

b

グ

内
容

(1) : 「心の健康」では、不安や悩みはだれ

にでもあり、対処する方法を考えること
を通して、 よりよく生きようとする心を

育てる構成になっている。

■

(2) 科学的根拠を持って説明ができる資料

(3)

が豊富にあり、主体的に行動できるよ

な内容になっている 0

ち

う

知識・技能を習得させるとともに、今

日的な課題を積極的に取り上げるなど

質・量ともに充実し、特に優れている。

(4) より深い興味・関心の学びに対応する

． ために、学習内容に関連深い発展的な学

習内容を設定するようによく配慮されて

いる 0

ｂ
も

造
本

(1) 発達の段階に応じた書体や文字の大

(2)

きさである。

全ページに置いてユニバーサルデザ

インの視点から、配色や色、 レイアウト

等、誰もが見やすくわかりやすい工夫が
されている ◎

.
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学習指導要領における各教科（分野）の目標

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、外国詰による聞くこと、読むこと、話

すこと、書くことの言語活動を通して、コミュニケーションを図る基礎となる資質・能力を育成することを

目指する

千葉市の生徒の学力と今後の課題

千葉市教育委員会「千葉市学力状況調査結果概要」 （平成30年3月実施）から、千葉市の中学2年生の英

語科にかかわる状況を見ると、①コミュニケーションへの関心･意欲･態度は81.3％と目標通過率を下回っ

ている。②表現の能力は73.8％で目標通過率をわずかに下回っている。 「場面に合った正しい対調「質問に

対する適切な応じ方」の問題では目標通過率を85.7％､79.9％と、高い正答率を示している。…¥の能力

は72.7%で目標通過率を0.3ポイント下回っている。また、 「短めの文などの読み取り」の問題では目標通

過率を0.6ポイント上回ったが､｢対話の殻しに沿った適切な答え方｣の問題では0.4ポイント下回っており、

留意が必要である。④言語や文化に対する知識･醗革は67.0％で目標通過率と同じ数値を示した。

このような状況から今後の課題として、①言語の使用場面や働きに注意しながら、具体的な場面設定を繰

り返し練習することで基礎・基本の定着を図り､言語活動のなかで、適切な文法指導を行いながら、 自分の
寺

意見や主張を相手に伝える自己表現ができるよう指導することが重要である｡②まとまりのある英語を聞き、
『

概要や要点を捉え、収集した情報を活用するために、聞くときのポイントを対話の流れがどう進んで行くか

予測しながら繰り返し聞かせたり、簡単なメモをとるなどして、概要や要点を聞き取らせる練習をし、自分

の言葉で話したり書いたりする活動を計画的・系統的に行うことが必要である。③いろいろな文章の要点を

読み取る練習を繰り返し、まとまりのある英語に慣れ親しませることが求められる。

また、学習指導要領にかかわる課題のうち、千葉市においては小中の円滑な接続が重要課題のひとつであ
〃 b

る。平成14年度から全国に先駆けて小学校6年生において英語活動が実施され、平成18年度からは5年生

にも拡充された｡ 10年以上にわたる歴史をもつ本市の小学校外国語倹語)活動は子どもたちに定着し､ ｢楽

しく英語活動に取り組んでいる加との問いに、 工円戎30年度は86％の5年生が楽しく取り組んでいると回

答している。これは、 2年前より6％低下しているので、留意が必要である。また、中学2年生を対象とし

た調査のうち「英語がよくわかる」の問いには、平成29年度は71.6%の生徒がわかると肯定的に回答し、

2年前の69.6％から年々肯定的に回答する生徒が増加している。小学校外国語(英語）活動で養われた素地
■ 』

が中学校の英語学習を支えているものと考える。

求められる教科用図書の特色

（1） 基礎・基本を繰り返し活用しながら定着を図るよう酉礪されていること。

（2） 小学校外国語（英語）活動で養われた素地を考慮し、興味・関心を喚起し、コミュニケーションを

図ろうとするために、小藷から中学校の接続が円滑に行われよ'う配慮されていること。

(3) 「聞くこと」 「話すこと」 「読むこと」 「書くこと」の4技能を総合的に(バランスよく）育成するた

めの言語活動の充実に資するよう配慮されている‘こと。

(4) 「聞くこと」 「読むこと」 「話すこと」 「書くこと」の4技能を統合的に(他技能を関連づけて)学習

でき、学習したことを活用した言語活動が行えるよう配慮・工夫されていること。

（5） 基礎・基本の習得を雪見しながら、内容が系統的・段階的・発展的な酉蔽Iとなっていること。

（6） 用語や文法等の説明が、学習野皆に応じて鋤¥しやすいよう配慮されていること。



外国語の観点
〆

1 新しい学習指導要領への対応について

（1） 「主体的・対話的で深い学び」の実現

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業展開がしやすく、言語活動や体験活動

を取り入れた学習活動が充実できるよう、工夫されているか。

（2）学習基盤の育成及び教科等横断的な視点

言語能力。情報活用能力、問題発見・解決能力等の学習の基盤となる資質・能力や現代的な諸課

題に対応して求められる資質・能力を教科等横断的な視点に基づいて育まれるように工夫されてい

るか。

（3）教科の目標への適合

、． 学習指導要領外国語科の目標に照らし、内容が適切に取り上げられているか。

【外国語科の目標】

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、外国語による聞く

こと、読むこと、話すこと､、書くことの言語活動を通して、コミュニケーションを図る

基礎となる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

（1） 外国語の音声や文字、語彙、表現、文構造、言語の働きなどについても 日本語

と外国語との違いに気付き、 これらの知識を理解するとともに、読むこと、書くこ

とに慣れ親しみ、聞くこど、読むこと、話すこと、書くことによる実際のコミュニ

ケーションにおいて活用できる基礎的な技能を身に付けるようにする。

‘ （2） コミュニケーションを行う目的や場面､状況などに応じて、身近で簡単な事柄

について聞いたり話したりするとともに、音声で十分に慣れ親しんだ外国語の語彙

や基礎的な表現を推測しながら読んだり、語順を意識しながら書いたりして、 自分

の考えや気持ちなどを伝え合うことができる基礎的な力を養う。

（3） 外国語の背景にある文化に対する理解を深め、他者に配慮しながら､主体的に
外国語を用いてコミュニケーション図ろうとする態度を養う。

2 内容について

（’）市の教育施策への適合

「第2次千葉市学校教育推進計画」や「千葉市学校教育の課題｣に照らし、内容が適切に取り上

げられているか。

（2）児童への適合

・内容が系統的・発展的に配列されているか。

、児童の発達の段階に応じた活字の大きさ・文字数・文章表現がなされ、文章が平易で

理解されやすく､記述の分量は適切であるか｡

（3）地域性への適合

・話題や題材が地域性を考慮した内容の広がりを持ったものであるか。

（4）補充的・発展的な学習

，個々の児童の理解に応じ、 きめ細かな指導ができるように配慮されているか。

3 造本等

（1）印刷・製本 ‘

活字．写真．図表等の印刷が鮮明で、表紙・装丁・紙質がよく、製本がしっかりしてい

るか。

（2）扱いやすさ

、 判型、厚さ、重量等、児童が学習するうえで、扱いやすいように配慮されているか。
48
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【 外国語科 】
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発行者 2 東京書籍 9 開隆堂出版

書名 NEW HORIZON Elementary JuniorSunshine

新
し
い
学
習
指
導
要
領
へ
の
対
応

(1)相手を意識したコミュニケーション

が図れるような言語活動ができるよう配

慮されており、身近なことについて自分の

考えや気持ちを相手に伝えることができ

る内容になっている 0

(2)他教科で学んだ題材を英語で扱い、児

童の発達段階に応じたテーマで学習でき

るように工夫されており、道徳教育との関

連を図って学習展開ができる単元も設定

されている。

(3)実際のコミュニケーションにおいて活

用できる基礎的な技能を身に付けるため．

バランスよく配置した内容となってい

る。

、

(1)実際のコミュニケーションの場面の中で

必要な表現を使えるような配慮がされてお

り、目的をもった言語活動に主体的に取り

組める構成となっている。

(2)他教科に関連した活動やコラムを多く配

したり、児童の生活に密着した題材を扱っ

たりすることで、児童の興味や関心、生活

経験に合った学習を展開することができる

よう配慮されている。 、

(3)各単元でコミュニケーションを図る基礎

を育成するための工夫がされており、 5領

域がバランスよく扱われている。

内
．
容

(1)単元のゴールを見通し、音声から文字

への流れを重視し、児童の発達段階に適

したスモールステップで構成されてい

る。 ‐

(2)小文字を書きやすくするため、 2線と

3線の間をやや広めにし、ユニバーサル

デザイン書体を使用している。

(3)国境を越えて働く人々の姿を伝え、グ

ローバル社会を生き抜く日本人の育成を

目指している。国際社会の平和と発展に寄

与する題材を取り入れている。

(4)別冊PictureDictionaryは、児童が主体

的に調べたり振り返ったりできるように

配慮されている。 ‘

(1)単元のゴールを見通し、易から難への配

列がされており、 無理なく 自己表現につな

げられるよう配慮されている。

(2)小文字を書きやすくするため､.2線と3

線の幅をやや広めにし、手書きの文字に近

い欧文書体を使用している。

(3)発達段階に応じて話題を日本から世界に

範囲を広げ、 異文化理解を通して、他国を
〃

尊重し、国際社会の発展に寄与できるよう

配慮されている。

(4) 「チャレンジ」 コーナーや「中学校につ

なげよう」で発展的な学習ができるよう配

盧されている。 ．

造
本

(1)印刷は鮮明で､表紙や装丁､紙質もよい。

しっかりと製本されている。写真や挿絵

を使い学習意欲を促す工夫がされてい

る。QRコードを配することで、 自主学

習ができるように工夫されている。

(2).A4判で巻末にローマ字表や文字をグ

ループに分けて練習できる書き込みペー

ジをまとめている。巻末の絵カードは、

紙質がよくまたミシン目を入れて児童が

扱いやすいように工夫している。

(1)挿絵や写真、イラスト等で学習意欲を高め

るとともにQRコードを配すことで自主学

習を促す工夫がされている。印刷は鮮明で表

紙・装丁・紙質もよく、しっかりと製本され

ている。

(2)AB判で巻末に単語リストをまとめ、使い

やすく工夫している。巻末絵カードは紙質を

工夫し、切り取り線を入れ、切り離しやすぐ

している。 。



【 外国語科一 】
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発行者 11 学校図書 15 三省堂

書名 JUNIORTOTALENGLISH CROWNJr.

新
し
い
学
習
指
導
要
領
へ
の
対
応

(1)相手や場面を意識して、自分の考えや気持

ちを相手に伝える言語活動ができる構成に

なっている。また、 Lessonの終わりに学びを

振り返ることで、主体的な学びを促進するこ
r

とができるように工夫されている 0

(2)他教科や異文化に関連する学習内容を設

定したり、学校や地域の行事等、児童にとっ

て身近で簡単な事柄を扱ったりすることで、

児童の興味関心を引き出しやすくなるよう

に配慮されている。

(3) 5領域が各単元にバランスよく配置され、
～

コミ ユ ニケーションを図る基礎となる資

質･･能力を身につけられるような内容であ

る O b

(1)ペアワークやグループワークを多く設定

し、対話的な活動ができる構成になっている。

各学年で大単元を3つ設定し、 HOP,STEP,JUM

Pの小単元を配置することでゴールを見据え

て活動がしやすい構成となっている。

(2)他教科につながる活動や、異文化に関連す

る内容を取り上げることで、児童の知的好奇

心を高められるような構成になっている。単

元の構成では、まず自身の力を知ることから

問題を発見し、問題解決に向けて学習する構

成になっている。

(3)それぞれの単元で、 4技能5領域がバラン

スよく配置されている。巻末で異文化の紹介

などを通し、外国語の背景にある文化に対す

る理解を図り、 どんな相手でもどA<な言語で
も、相手を意識しながら他と関わろうとする

態度を育成しようと配慮されている。

内

容

(1)易から難への配列がされている。Lessonの
6

目標からゴールを見通し、
′ 『

聞いて慣れ親しむ

活動から、Lessonの終わりにあるUse&Check

の部分でまとまった英文を読んだり自己表

現活動したりしてコミュニケーションを図

る基礎的な力を養うように工夫されている。

(2)小文字を書きやすくするため、 2線と3線

の幅をやや広めにし、入門期でも文字の認識

がしやすい書体を使用している。 ．
ザ

1

(3)実生活、地域・社会との関連が図れるよう

な話題を掲載したり、世界の文化などをコラ

ムで紹介したりして、児童が多様な考え方に

気付けるように配慮されている。

(4)語彙の補充のためwOrdcornerが設けられ

ている。Lesson末のCheckTimeで児童が自分

の学びを振り返ることができるよう配盧さ

れている。

(1)音声中心から学び、大単元の最後は発表を

行うという流れを重視し、 3段階のスモール

ステップで構成されている。

(2)書く活動では、 2線と3線の幅を広くとつ

ており〈入門期の児童でも小文字が書きやす

い仕組みになっている。
望

9

(3)実生活だけ.ではなく、他教科や世界との関

連を図れるように工夫されている。

(4)学年共通でWords&Phrasesや｢教室で使う英

語」 、 6年生では「会話を続けるくふう」など

を配置し、児童の学びをサポートできるよう工

夫されている。

造
本

(1)挿絵や写真、イラスト等で学習意欲を高め

るとともにQRコードを配することで自主

学習を促す工夫がされている。印刷は鮮明で
ー／

表紙．装丁-．紙質もよく、 しっかりと製本さ

れている。

(2) A4判で巻頭には授業で使う英語表現等

をまとめ、巻末には授業で使う単語をWordL

istとしてまとめ、それぞれ使いやすくして

いる 0

I

q

(1)印刷は鮮明で、読みやすい色調となってお

り、開きやすく読みやすい製本となっている。

(2)AB判で見やすく、重量も気にならない ◎

QRコードもあり、 自主学習を促す工夫がさ

れている 0 0



【 外国語科 】
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／

発行者 17 教育出版 ’ 38 光村図書 ．

書名 Oneworld Smiles HereWeGo 1

新
し
い
学
習
指
導

要
領
《
へ
の
対
応

(1)児童の興味関心にあった題材を取り扱

い、単元ごとに｢知識・技能］ 、 「思考、

判断、表現」 、 「主体的に学習に取り組

む態度」が相互に関わるよう、児童が意

欲を持って言語活動ができるよう配盧さ

れている。

(2) 道徳科や社会科、 ,国語科などとの関連

を持たせて児童が「読むこと」 「書くこ

と」への負担感を配慮している。また

異文化理解につながる情報などを配置

､

し、教科横断的な視点に基づいて構成さ

れている。

(3) 4技能5領域がバランスよく扱われて

おり、それぞれの領域で目標が達成でき

るような内容が配列されている。それぞ

れの単元が音声中心のインプットからア

≦ウトプットヘと、スモールステップで進

み最後の言語活動につながるように配慮

されている。

(1)各単元のまとめの活動"Youcandoi

t1 1
”

では、グループで力を合わせ取り組

む協働学習が中心となっており、互いの意

見を認め合いながら英語で表現すること

への自信が培われるような言語活動がで

きるようよく工夫されている。

(2) 国語科や理科等、他教科での学びを生か

した外国語の学習内容が設定されている｡

また、世界の国々に実際に住む小学生につ

いて紹介するという設定により、児童の知

的好奇心に訴える題材となるよう配盧さ

れている。
Ⅱ

(3) コミュニケーション能力を育む体験的

学習が取り入れられており、 5領域の目標

が達成でき｛るような内容である。

、 ､

ｒ

内

容

(1) 学習の目標が単元の最初に示されてい

たり、 自己表現の巻末資料があったりす

るので児童が楽しみながら活動に取り組

めるようによく配慮されている。

(2) 4線の上下幅は4：5：4で《 2線と3

線の幅を少し広くし、入門期の児童への

配慮がある。 。

(3) 自分の身近なものから、国内、世界へ

と単元が進む中で視点が広がることで発

展的な内容になるように配慮されてい

る 0

活動の様子をイラストで表現したり、

巻末のMyWordBankが語彙補充のために

設けられたりしている 0

(1) 単元の内容を見通し、スモールステップ

でまとめの活動に向けた学習を進められ
'

るような構成がよく工夫されている。 ．

(2) 小文字を書きやすくするため、 2線と3

線の幅を広くし、手書きに近い書体を使用

している。

(3) 自国他国問わず様々な国の文化・習慣な

どを幅広く扱うことで、国際社会の発展に

寄与するような態度の育成を図れるよう

配慮されている。

(4) 巻末の絵辞典や学習した言葉や表現の

一覧表があり、児童が自ら調べ、学習を振

り返られる資料が設けられている。

造
本
ふ

(1) 巻末カードがミシン目だったり 、
･シー

ルがあったりするので、児童が活用でき

るようによく配慮されている。

(2) QRコードで自主学習を促す工夫があ

されている。印刷は鮮明。

(1) 挿絵や写真、イラスト等で学習意欲を高

めるとともに 、 QRコードを配すことで

自主学習を促す工夫がされている。

(2) AB判~で巻末カード切り取り線を入れ、

切り離しやすくしている ○



【 外国語科 】
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発行者 61 啓林館

書名 BlueSkyelementary

q 4

新
し
い
学
習
指
導
要
領
へ
の
対
応

(1) 会話ややりとりを行う活動を通して、

思いを伝え合うことの楽しさを感じられ

るようになっている6

各単元末に振り返りを記載しており、単

元ごとの学習を振り返ることができるよ

うになっている。

(2) ‘ 自分が将来就きたい職業について考え

る単元が設定され、キャリア教育と関連

させた学習内容が取り入れられている。

(3) 身に付けさせたい能力をGoalとして各

単元の冒頭に記載することで、児童自ら

何を目標にすればよいのか確認すること

ができる。

、

1

G 凸 〃

｛

内
容
Ⅲ

(1) 友達などと伝え合いをする上で大事と
I

なるマナー（アイコンタクトやスマイル

など）についての記載がされていない。

(2) 各単元にある活動の中で必要となる語
彙や表現などが記載されているページ数

が書かれているので、児童が自ら調べら

れるようになっている。

(3) 世界の国々の文化や習慣について記載

されており、諸外国への興味や視野を広

げられるようになっている。

(4): WbrdListとして､既習内容について自

分で調べたり確認したりすることができ

ている。
f

』

造
本

、 L

(1) 挿絵や写真を多く用いて、視覚的に情

報を得やすくなっている。QRコードを

用いて歌を聴くことができる。 、

(2) 巻頭絵カードはミシン目で切り離しや

すぐなっている。



千葉市の児童が必要とする教科用図書教科名【 道徳】
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学習指導要領における各教科（分野）の目標

第1章総則の第1の2の（2）に示す道徳教育の目標に基づき、よりよく生きるための基盤と

なる道徳性を養うため、道徳的諸価値についての理解を基に、 自己を見つめ、物事を多面的・多
1

角的に考え、 自己の生き方についての考えを深める学習を通して､道徳的な判断力、心情、実践

意欲と態度を育てる。 ，

千葉市の児童生徒の学力と今後の課題

平成29年度千葉市学力状況調査の意識調査で、児童の生活や考え方が明らかになっている。

｢清掃活動に熱心に取り組む」小3 ：89％・小5 ： 85％（｢とてもしている」 「わりとしている」

の肯定的な意見を合計した｡以下の表記も同じ)､｢係活動など責任をもっておこなう｣88％･91％、
｢おしゃべりなどをしないで、先生や友達の話をしっかり聞く」85％・76％と、学校生活に対し

て前向きな行動や意識を持っていることがわかる。また、 この項目の中2の結果では、平成20
年度より17%上昇しており、学校生活の充実ぶりがわかる。反面、 「がんばったことを、先生や

友達からほめられる」では、 62％・55％と他の質問項目に比べ、著しく低い結果が出ている。こ

のことから、自己肯定感・自己有用感などの自尊感情のはく、くみや自分自身の行動や考え方に自

信を持たせることが必要になっていることがわかる。

日常生活での子どもの様子や友だち関係、いじめに対する対応、情報モラル関係のトラブルな

どを考えても、 「やってはいけない」 「こうしたらよい」 「こうすべきだ」 ということは理解され

ていても、 自分の考え方や正しさを行動に移すことができない、判断力・思考力・行動力が育っ

ていないことを感じている。また、多面的・多角的に考えたり、他者を許容する力が発揮されな

かつたりする場面が多くなっている。

以上のことから、千葉市の児童は、社会生活に対する意識や行動が育っているものの、 自尊感

情や判断力などの低さから､人間関係を．うまく結ぶことができない児童が多いのではないかと推

測される。そこで、今後の取り組むべき課題を次のように考えた。

《重点目標》
〃

道徳的価値の理解を基に、 自己を見つめ、物事を多面的・多角的に考え、 自己の生き方にづ

いて考えを深める。

《具体的な取組》

（1）道徳教育の要としての道徳科において、様々な指導方法により多面的･多角的な考えを深

め、道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を育てる。

（2）ねらいを具体的にし、教材を吟味することで児童が道徳的価値を自分との関わりで捉え、

主体的に考え、議論できるよう、授業の質的転換改善に努める。

求められる教科用図書の特色

（1）教育基本法及び学習指導要領に即した内容であること。

（2）児童の発達段階に即した内容であること。

（3）内容項目が補充的・発展的に学習できるように配慮され、他教科等への学習の広がり

や実生活・実社会と関連付けられるように配慮されているものであること。

(4）人間尊重の精神にかなうものであって、人間としてよりよく生きる喜びや勇気を与え

られるものであり、特定の見方や考え方に偏りのないものであること。

（5）学習のねらいが明確に示され、児童が主体的に学習活動に取り組む中で道徳的価値の

酒養が図れるよう配慮されているものであること。

（6）文章が平易で分量も適当であり、写真・挿絵等の資料が児童の興味・関心を高め学ぶ
9

意欲を喚起する工夫がされているものであること。

（7）体裁や体様等が､児童の発達段階に応じ適切に考慮されているものであること。



｢特別の教科道徳」 の観点

1新しい学習指導要領への対応

（1） 「主体的・対話的で深い学び」の実現

． 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業展開がしやすく、言語活動や体験活動を取

、 り入れた学習活動が充実できるよう、工夫されているか。

（2）学習基盤の育成及び教科等横断的な視点

言語能力、情報活用能力、問題発見，解決能力等の学習の基盤となる資質・能力や現代的な

諸課題に対応して求められる資質・能力を教科等横断的な視点に基づいて育まれるよう工夫さ

れているか。

（3）教科の目標への適合

． 学習指導要領特別の教科道徳の目標に照らし、内容が適切に取り上げられているか。

I

【特別な教科道徳の目標】

第1章総則の第1の2 （2）に示す道徳教育の目標に基づき、よりよく生きるための基盤

となる道徳性を養うため､道徳的諸価値についての理解を基に､ 自己を見つめ､物事を多面

的・多角的に考え、 自己の生き方についての考えを深める学習を通じて、道徳的な判断力、

心情、実践意欲と態度を育てる。 〃

2 内容について

（1）市の教育施策への適合

第2次千葉市学校教育推進計画や千葉市学校教育の課題「21世紀を拓く」に照らし、内容

､が適切に取り上げられているか。

（2）児童への適合

、 ・内容が系統的・発展的に配列されているか。

・児童の発達の段階に応じた活字の大きさ・文字数・文章表現等がなされ、文章が平易で理解

されやすく、記述の分量は適切であるか。

；
（3）地域への適合

話題や題材が地域性を考慮した内容の広がりをもったものであるか｡

（4）補充的・発展的な学習

個々の児童の理解に応じ、きめ細やかな指導ができるよう配慮されているか。

3造本等

（1）印刷・製本 ‘

活字・写真・図表等の印刷が鮮明で、表紙・装丁. ・紙質がよく、製本がしっかりされている

か。

（2）扱いやすさ

判型・厚さ・重量等、児童が学習する上で、扱いやすいように配慮されているか。

､

54
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発行者 2 東京書籍 11 学校図書

書名 新訂新しい道徳 かがやけみらい小学校道徳

、

ｊ

■

Ｉ

新
し
い
学
習
指
導
要
領
へ
の
対
応

(1) ｢主体的・対話的で深い学び」の実現に

向け、問題解決的な学習や体験から学ぶ活

動を取り入れるような配慮が各学年に見

られる。また、主体的かつ積極的な議論を

促すため､様々な素材や方法を用いた活動

型教材を導入し､多様な考えを引き出して

交流するためによく工夫されている。

(2) 各教科等での道徳性の育成につながる

教材や学習活動を取り上げ､学習の基盤と

なる資質・能力の育成やいじめ、防災､安

全、食育、国際理解・平和など現代的な諸

課題につながるような題材が配慮されて

いる。 ‘

(3) 、教材の目標に照らして、道徳的諸価値の

理解を基に､人生や生活に生きて働く道徳
性の育成に考慮した構成になっている。

(1) 「主体的･対話的で深い学び」の実現に向

け、児童自身が自ら課題に気付き、課題意識

や課題追求への意欲を高め､学習の見通しを

もてるよう工夫されている。

対話的な学習活動から深い学びにつなげる

ために、表現活動・話合い活動．振り返り等

が取り入れられている。

(2)他教科との連携を図りながら､学習の基盤

と質･能力の育成や道徳的価値の視点で学び

を深められるよう、特に配慮されている。ま

た､現代的な諸問題に関する指導につながる

題材も充実している。

(3)教科の目標に照らして、よりよい生き方を

:考えるための授業展開を想定し､道徳的価値

への自覚を促すような構成になっている。

1

内
容

(1) 「自己の生き方について考えを深める」
１
、

本市の教育施策の実現に資する内容とな

っている。．

(2) 発達の段階に即し、様々な素材や表現方

法を取り入れながら、心を揺さぶる教材や

身近な話題で共感を呼ぶ教材を活用し、豊
かな道徳性が育まれるようよく配慮され

ている。文章表記や表現は発達段階に応じ
て配慮されている。

(3) 伝統と文化を尊重し、それらを育んでき

た地域の様子について取り上げている。

(4) 補充的･発展的に学習できるよう､実生
活と関連した構成になっている。

h

卑 一

(1) 自己の生き方についての考えを深めなが

ら､内面に根差した道徳性の育成に考慮され

ており、本市の教育施策の実現に資する内容

となっている。

発達の段階に即し､教材の題材や発問､扱う
事柄等に配慮した教材が取り上げられてお

り、自らの成長や学びの深まりを実感できる

構成になっている。 ’

(2) 4つの視点及び内容項目相互の関連が適

切に組織され､各学年それぞれの発達段階に

おいて重点項目について系統的に学習でき

るように特に配慮されている。

文章表現や表記がわかりやすく、記述の分量

も学年の発達段階において適当である。読む

ことへの負担軽減に配慮されている。

(3) 日本の伝統に親しみ､地域に愛着のもてる

教材が配慮されている。

(4)補充的・発展的に学習できるよう、本冊．

別冊の2つの冊子を併用する工夫がされて

いる 0

造
本

(1) 発色・配色などが鮮明で、色覚等に対す

る配慮もされている。表紙・装丁・紙質も

適当で、製本がしっかりしている。写真・

挿絵なども色彩豊かで理解を助け、想像を

膨らますよう配慮されている。

(2) AB判で、児童の感性や学習意欲を高め

る工夫がなされている。

(1) 印刷は鮮明であり、読みやすい色調とな

っている。表紙・装丁・紙質も適切で、製

本がしっかりしている。児童の感性に訴え

かけるレイアウトや挿絵の工夫がされ、児

童の多面的な見方を養う配慮がされてい

る O U

(2) 全学年AB判で、児童の学習意識を高め

る工夫がなされている。
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発行者 17 教育出版

｡

38 光村図書 、

書名 小学道徳はばたこう明日へ 道徳きみがいちばんひかるとき

新
し
い
学
習
指
導
要
領
へ
の
対
応

(1) . ｢主体的･対話的で深い学び｣の実現に向け､

児童一人一人が問題意識をもち、友達との学

び合いを通じてより深く自己を見つめるため

の学習の流れ(導入→展開→終末)を児童にわ

かりやすく提示し、よく配慮されている。

また､児童が教材での学びをさらに深めるこ

とができるよう巻末に「まなびリンク」も用意

されており、 よく工夫している。

(2) 他教科等と連携し、問題解決能力や子供たち

が未来社会を切り拓くための資質･能力を育成

することを意識した構成となっている。現代的

な諸課題についても児童が多面的･多角的に考

えられるよう配慮されている。

(3) 教科の目標に照らして内容が取り上げられ

ている。多様な価値観等を重点に、考え、議論

する授業構成になっている。

(1) 「主体的・対話的で深い学び」の実現に

向け、それぞれの教材は冒頭の導入文や教

材末のてびきがよく工夫されている。それ

によ'り、児童が主体的に取り組み、多面

的・多角的に考え、話合いをしやすぐなっ

ている6

(2) 教科横断的な視点に基づき、学習のてび

きには問題解決的な学習に有効な発問が

用意され、 コラムの内容は、生命尊重．い

じめ・情報モラル等の現代的な諸課題につ

いて取り上げられ、考えを深められるよ

う、よく工夫されている。

(3) 教材の目標に照らして、物事を多面的．

多角的に考え、道徳的価値の自覚を深めら

れるような内容が取り上げられている。

内

容

(1) 自己の生き方についての考えを深めながら、

内面に根差した道徳性の育成に考慮されてお

・ り、本市の教育施策に合致している。

(2) 発達の段階に即し、知的好奇心や児童の興

味・関心を喚起する教材が取り入れられてい

る｡､各教材は、ねらいを達成するのにふさわし

いものとなっている。

4つの視点及び内容項目相互の関連が適切

に図られている。また、どの学年も発達段階に

応じて、ねらいが系統的に組織され、確かな学

習となるよう配慮されている。

文章表記や表現は、分かりやすく記述の分量

も発達段階に応じ適当である。教材の内容理解

のための解説を脚注として加えている。

(3) 身近な地域やわが国への理解と愛着を深め

ることを意識した教材が取り上げられている。

(4) 補充的・発展的に学習できるよう、巻末に補

充教材が配置されている。

(1) 自立した人間として、他者と共によりよ
｡

く生きるための基盤となる道徳性を養う

よう配慮されており、本市の教育施策に合

致している｡

(2) 発達の段階に即し、児童にとって身近な

題材や偉人・スポーツ選手を扱う教材等、

児童の特性を考慮した心を揺さぶる教材0

がバランスよく配置されている。文章表記

や表現は、発達段階に応じて十分に配慮さ

れており、文字の大きさや記述の分量も適

当である6

(3) 様々な地域教材や日本の伝統文化を取

り扱った教材が配置されている。

(4) 補充的・発展的に学習できるよう、教材

末に学習のてびきが設けられている。

回 ■

造
本

(1) 印刷は鮮明であり、読みやすい色調となって

いる。表紙・装丁・紙質も適切で、製本がしっ

かりしている｡

挿絵や写真、図は児童の興味･関心を喚起し、

効果的に指導できるよう工夫されている。

(2) 全学年AB判で、ゆったりと読みやすく、児

童の発達の段階に考慮されている。

(1) 印刷は鮮明で、色覚等に対する配慮もさ

れている。表紙・装丁が適切で、軽い用紙

が用いられ、製本もしっかりしている。写
真・挿絵などが随所に配置され、本文の理

解を助けるよう工夫されている。

(2) 全学年B5変型判で､児童が手に持ちや

すぐ扱いやすいように配慮されている。
』
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発行者 116 日本文教出版 208 光文書院

書名 小学道徳生きる力 〃 小学道徳ゆたかな心

新
し
い
学
習
指
導
要
領
へ
の
対
応

(1) 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向け、

問題解決的な学習や道徳的行為に関する体

験的な学習について特に適切な配慮がされ

ている 0

また、協働的な学習を通して多面的＆多角

的な学習ができるように示唆したり、別冊

｢道徳ノート」で多様な考え方を生かす言語

活動を促したりしている ○

(2) 教科横断的な視点に基づき、道徳の学習を

核に､他教科への広がりを考慮した扱い方が

特に工夫されている。

また、学習の基盤となる資質・能力の育成

や現代的な諸課題につながるような題材が

特に配置されている。

(3) 教科の目的に照らして､道徳的諸価値の理

解を基に､生活に生きて働く道徳性の育成を

養う構成になっている｡’

(1) 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向

け、 「問いをもつ」 「考える」 「まとめる」

｢広げる」の4段階の紙面構成となってい

る点が、特に優れている。

(2) 計40点と多様な教材が用意され、実態に

応じて扱うことができる。情報モラルやい

じめ、防災、キャリア教育、伝統と文化な

ど、現代的課題に向き合うために教材・コ

ラムで扱い、様々な角度から考えられるよ

う、 よく工夫されている。

(3) 教科の目標に照らして道徳的諸価値の理解

を基に、他教科等や家庭生活、地域社会への

つながりをもたせるポイントを提示している

点が、特に優れている。

内
容

(1) 自己の生き方について考えを深め､命のす

ばらしさを感じる本市の教育施策の実現に

資する内容になる'ようよく工夫されている。

(2) 発達の段階に即した多様な教材を活用し

て児童の心を揺さぶり、児童がよりよく生き

ることについて深く考えることができるよ

うに配慮されている。

4つの視点及び内容項目相互の関連が図

られ､児童の発達段階や思考の流れが特に配

盧されている6また、道徳性を養う系統的な

配列がされている。

文章表現や分量、活字の大きさは、発達段

階に応じ適当である。教材本文の改行や漢字

の使用にも配慮がされている。

(3) 地域性を考慮し、内容に広がりをもった教

材になっている｡．

(4) 補充的・発展的に学習できるよう、別冊を

併用する工夫が特にされている。

(1) 発達の段階に即し、児童の心を揺さぶる

教材や身近な話題で共感を呼ぶ教材を活

用し､豊かな道徳性が育まれるように配慮

されている。

(2) 4つの視点及び内容項目相互の関連が

図られ、 どの学年も児童の発達段階や思考

の流れを重視し、道徳性を育む系統的な配
剖 ■

列がされている。

(3) 学習のねらいや日常生活とのつながり

等が明示され、児童が問題意識をもって主
体的に学習に取り組めるよう工夫されて

いる。 ．

(4) 「生命の尊重」を重点項目とし、教材が複

数示されており、同じ内容項目を異なる視

点から考えたり、同じ視点で学びを深めた

りできる構成になっている。

造
本

(1) 印刷は鮮明で､色遣いは色覚等に対する配

盧もされている。表紙・装丁・紙質も適切で、

製本がしっかりしている。

挿絵や写真等の資料は、理解を助け、想像を

膨らますよう工夫されている。
、

(2) AB判で､迫力のあるページ構成となって

いる O 卜

(1) ユニバーサルデザインで、色覚等に対す

る配慮がされている。また、表紙・装丁．

紙質が適切で製本がしっかりしている。

(2) 全学年変型A4判で、視覚的にゆったりと

した紙面となっている。
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発行者 224学研教育みらい 232廣済堂あかつき

書名

も

新．みんなの道徳 みんなで考え、話し合う 小学生の道徳

新
し
い
学
習
指
導
要
領
へ
の
対
応

､

(1) 「主体的・対話的で深い学び」を実現するた

めに特設ページを設けている。問題解決的な

学習や体験的な学習に合った題材を随所に

取り入れる工夫が特に優れている。

特定の価値観を押し付けず､児童の問題意

識を大切にできるように、主題名を記載しな

いようによく工夫がされている。

(2) 教科等横断的な視点に基づいて、学習基盤
f

の育成や現代的な諸課題への対応ができる

よ う に、多面的・多角的に学べるような題材

が随所に取り入れられている。

(3) 教科の目標に照らして、道徳的諸価値の理

解を基に、児童自ら問いをもち、主体的な追

及ができるような構成になっている。

〆

(1) 「主体的・対話的で深い学び｣を実現する

ために特設ページを設けている。学習の道

筋を示したり、学習の広がりや深まりを促

したりする点が特に優れている。 ‐

(2) 各教材の最後に「学習の道すじ」 と 「学

習を広げる」を記載することで、児童が問

題意識をもち主体的に学習に取り組むこ

とができ、学びを日常生活に生かせるよう

な構成になっている点が特に優れている。

(3) 現代的な課題について、児童が身近な問

題として捉え、 自分との関わりで考えるご

とができる教材を多く掲載し､発達の段階

に応じて多面的・多角的に考えることがで

きるような工夫がされている。

内
容
／

(1) いのちの教育を重要テーマとし、自己の生

き方についても視野を広げられる内容で､本

市の教育施策の実現に資する内容となって

いる ○

(2) 発達の段階に即し､学びの課程を質的に高

める構成となっている。全学年に同じキャラ

クタ－が登場し、自らの成長と重ねながら考

えられるように､ よく工夫されている。

4つの視点及び内容項目相互の関連が適
I

切に組織されている。内容の深まりや視野の

広がりなどが系統的に学習できるように配

‘慮されている。

文章表記や表現は､読みやすく分かりやす

いように工夫されており-,記述の分量も学年

の発達段階に応じて適当である。

(3) 地域性が考慮されており、児童が興味6関

心をもてるように取り上げられている。
【 ．

(4) 補充的・発展的に学習ができるよう、多様

な学び方を促すページが設けられている。

）

(1) いじめ防止・人権尊重を重要テーマと

し､自己の生き方について考えを深められ

る教材が多くなっている。

(2) ’道徳教材として長く読み継がれてきた

名作や、胸にしみる物語が多く、児童の心

を揺さぶる教材が多く掲載されている。
［

(3) 先人の伝記や多方面で活躍する著名人

を扱った教材が多く、児童が人間として生

きることのすばらしさについて感じ取れ
h

る内容となっている 0 ，

q

(4) 4つの視点及び内容項目相互の関連が

適切に図られている。関連を密にした指導

を立案できるように工夫されており、系統

的に配慮されている。
ノ

造
本

(1) 印刷は鮮明で､色覚等に対する配慮もされ
も

ている。表紙・装丁・紙質も適切で製本がし

つかりしている 0

図表や挿絵、写真等の配置は、視覚的に捉

えやすいように、本文との関係性によく配慮

されている。

(2) 全学年A4判で､視覚的にゆったりとした

紙面となっている。

(1) 印刷は鮮明で、色覚等に対する配慮もさ

れている。表紙・装丁・紙質も適切で、別

冊は収納の仕方が工夫されている。

(2) 全学年AB判で＄圧迫感のない紙面とな

っている。


